
東
日
本
大
震
災
か
ら
三
カ
月
。
岩
手
県
南
部
の

沿
岸
を
歩
い
た
。

ガ
レ
キ
が
き
れ
い
に
撤
去
さ
れ
、
朽
ち
果
て
た

建
物
だ
け
が
残
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
ま
だ
手
つ

か
ず
の
ま
ま
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。
い
く
ら
き
れ
い

に
な
っ
て
も
、
町
そ
の
も
の
が
な
く
な
っ
た
光
景

は
あ
ま
り
に
も
痛
々
し
い
。
ガ
レ
キ
や
岸
壁
付
近

の
海
に
、
赤
い
旗
が
た
く
さ
ん
翻
っ
て
い
た
。
ご

遺
体
が
発
見
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
。
手
を
合
わ
さ
ず

に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

初
夏
の
日
差
し
が
降
り
注
ぎ
、
空
も
山
も
遠
い

海
さ
え
も
青
く
輝
く
。
対
照
的
に
陸
地
は
茶
色
の

ガ
レ
キ
と
埃
だ
け
。
自
然
は
残
酷
だ
。
青
い
海

—
—

養
殖
い
か
だ
や
ブ
イ
が
ま
っ
た
く
無
い
入
江
が
あ

る
か
と
思
え
ば
、
ひ
と
山
越
え
た
海
に
は
木
の
切

れ
端
や
網
に
囲
ま
れ
た
屋
根
が
浮
か
ん
で
い
た
。

被
災
し
た
Ｊ
Ｆ
を
訪
ね
漁
業
者
を
探
し
た
。
本

来
あ
る
は
ず
の
場
所
ま
で
た
ど
り
着
け
た
と
こ
ろ

は
少
な
か
っ
た
。
く
ね
く
ね
と
し
た
細
い
山
道
を

登
り
下
り
し
、
や
っ
と
い
く
つ
か
の
Ｊ
Ｆ
を
探
し

当
て
た
。

床
が
で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
た
荷
捌
き
所
で
、
数
人

の
漁
業
者
た
ち
が
、
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
海
の

— 希望・東日本大震災 —
2011年3月11日14時46分——海が吠え、大地をのみこんだ

戦後最大といわれるほど甚大な被害をもたらした「東日本大震災」
一瞬で東日本一帯から光を奪い去った

わたしたちはわすれない。奪われた光を。奪われたことの痛みを
そして、必ず取り戻すことを



①定置網に使うおもり作りを手伝うNPO の人々
②宮古魚市場に活気が戻る

③操業再開を目指して漁船を修理中

中
の
ガ
レ
キ
撤
去
に
怒
り
と
不
満
を
あ
ら
わ
に
し

て
い
た
。

岸
壁
近
く
で
磯
船
を
修
理
し
て
い
た
漁
業
者
は

「
こ
れ
く
ら
い
し
か
や
る
こ
と
が
な
い
か
ら
」「
船
が

あ
っ
た
だ
け
ま
し
」
と
言
葉
少
な
に
話
す
。
山
道

の
途
中
で
出
会
え
た
漁
業
者
は
、
小
型
定
置
網
の

切
れ
た
ロ
ー
プ
を
繕
っ
て
い
た
。
地
震
の
直
後
、
船

で
沖
に
出
た
彼
は
「
幸
い
船
は
無
事
だ
っ
た
が
、
振

り
返
る
と
港
が
波
に
の
み
込
ま
れ
て
い
た
」。
海
に

多
く
の
ガ
レ
キ
が
沈
ん
で
い
る
た
め
、
定
置
網
を

仕
掛
け
る
こ
と
は
「
当
分
で
き
な
い
」。
そ
れ
で
も

操
業
再
開
を
「
目
指
し
て
い
る
」。

Ｊ
Ｆ
宮
古
は
四
月
十
一
日
か
ら
市
場
を
再
開
し

た
。「
産
業
を
動
か
す
し
か
な
い
」
と
大
井
誠
治
組

合
長
（
J
F
岩
手
漁
連
会
長
）。「
水
産
を
あ
き
ら

め
て
い
な
い
こ
と
を
皆
に
知
ら
せ
た
い
」

—
—

冷

蔵
庫
や
製
氷
施
設
は
壊
れ
た
ま
ま
だ
が
、
組
合
の

皆
の
力
で
再
開
に
踏
み
切
っ
た
。
近
く
の
小お

も
と
は
ま

本
浜

で
は
定
置
網
漁
が
再
開
さ
れ
、
宮
古
魚
市
場
に
毎

日
の
よ
う
に
水
揚
げ
す
る
。
そ
の
日
も
Ｊ
Ｆ
小
本

浜
の
漁
業
者
た
ち
が
、
選
別
機
と
氷
持
参
で
市
場

へ
や
っ
て
き
て
い
た
。

宮
古
魚
市
場
に
ひ
と
り
の
女
性
が
た
た
ず
ん
で



④「やっぱり海で働きたい」漁港の片付けに精が出る
⑤慣れた手つきでちぎれたロープをつなぎ合わせる

わすれない 希望・東日本大震災

い
た
。
市
場
近
く
で
魚
の
小
売
店
を
営
ん
で
い
た

女
性
の
店
は
津
波
で
半
壊
。
今
は
修
理
中
で
閉
店

し
て
い
る
の
だ
が「
つ
い
足
が
向
い
て
し
ま
う
」と
、

毎
朝
来
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
次
々
と
運
び
こ
ま

れ
る
ト
ロ
箱
を
、う
れ
し
そ
う
に
の
ぞ
き
こ
む
。「
仲

買
さ
ん
は
そ
ん
な
に
減
っ
て
な
い
で
す
ね
。
み
ん

な
魚
が
揚
が
る
の
を
待
っ
て
い
る
」。

 

「
漁
業
者
に
し
ろ
仲
買
さ
ん
に
し
ろ
、
こ
こ
か
ら
離

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
何
よ
り
怖
い
」と
大
井
組
合
長
。

だ
か
ら
一
日
も
早
く
市
場
を
再
開
し
た
か
っ
た
。「
産

業
が
動
け
ば
雇
用
が
生
ま
れ
る
。
何
よ
り
も
漁
業

者
の
や
る
気
が
戻
る
」
と
。

　

三
陸
鉄
道
・
恋
し
浜
（
小
石
浜
）
駅
の
待
合
室

に
掛
か
る
壁
一
面
の
ホ
タ
テ
貝
絵
馬
の
中
に
は
「
恋

し
浜
の
豊
か
な
海
を
取
り
戻
し
た
い
」「
一
日
も
早

く
元
の
き
れ
い
な
海
が
戻
り
ま
す
よ
う
に
（
小
石

浜
婦
人
部
）」と
、切
実
な
思
い
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

　

崖
の
下
は
津
波
、
崖
の
上
に
は
大
地
震
の
爪
痕

が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
釜
石
湾
の
と
あ
る
集
落
。

何
も
無
く
な
っ
た
民
家
の
跡
地
に
、
そ
の
家
の
ひ

と
が
大
切
に
育
て
て
い
た
の
だ
ろ
う
都
忘
れ
の
花

が
ひ
っ
そ
り
と
咲
い
て
い
た
。　
　
　
　
（
編
集
部
）

写
真　

伊
藤
賢
二



3

二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
十
二
月
十
八

日
に
開
催
さ
れ
た
第
六
四
回
国
連
総
会
で
、
二

〇
一
二
年
を
「
国
際
協
同
組
合
年
（
Ｉ
Ｙ
Ｃ
：

International Year of C
o-operatives

、

以
下
「
Ｉ
Ｙ
Ｃ
」
と
い
う
）
と
す
る
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
。二
〇
一
〇
年
に
は
、ス
ロ
ー
ガ
ン「
協

同
組
合
が
よ
り
よ
い
社
会
を
築
き
ま
す
」
が
決

定
し
、
Ｉ
Ｙ
Ｃ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
発
表
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
連
は
加
盟
各
国
で
Ｉ
Ｙ
Ｃ
に
関
す
る
実
行

委
員
会
を
設
け
る
よ
う
呼
び
か
け
て
お
り
、
二

〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
十
二
月
現
在
で
、

日
本
を
含
め
た
二
四
カ
国
で
委
員
会
が
設
立
さ

れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｙ
Ｃ
全
国
実
行
委
員
会
と
は
？

Ｉ
Ｙ
Ｃ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
全

Ｊ
Ｆ
全
漁
連
信
用
・
組
織
指
導
部

Ｉ
Ｙ
Ｃ
と
は
？

特 集

今年は、国連が提唱している

2012年の「国際協同組合年」の一年前にあたる。

この2012国際協同組合年は、わたしたちＪＦグループはもちろんのこと、

ＪＡや生協などの日本の協同組合や世界各国の協同組合も含めた協同組合組織にとって、

その価値や役割などを社会に向けて広くアピールすることができる

またとない機会である。

ここでは、2012年に向けた第一歩として、概要を中心に紹介する。
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実
行
委
員
会
で
は
、
国
際
協
同
組
合
デ
ー
な

ど
の
中
央
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
（
二
〇
一
一
年
、

二
〇
一
二
年
は
Ｊ
Ｊ
Ｃ
と
Ｉ
Ｙ
Ｃ
の
共
催
）
や
、

Ｉ
Ｙ
Ｃ
や
協
同
組
合
に
つ
い
て
紹
介
を
行
う
Ｄ

Ｖ
Ｄ
や
記
念
誌
等
の
広
報
資
材
の
作
成
、
さ
ら

に
「
協
同
組
合
憲
章
（
草
案
）」（
第
二
章
参
照
）

の
策
定
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
で
続
々
と
設
立
さ
れ
て
い
る
都

道
府
県
実
行
委
員
会
で
は
、
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
協
同
組
合
間
提
携
な
ど
が

企
画
さ
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｙ
Ｃ
を
全
国
的
に
広
め

よ
う
と
す
る
動
き
が
広
ま
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｙ
Ｃ
に
関
す
る
情
報
は
、
全
国
実
行
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
入
手
が
可
能
で
あ
る
。

http://w
w
w
.iyc2012japan.coop/

（
二
〇
一
二
国
際
協
同
組
合
年
全
国
実
行
委
員
会
）

国
実
行
委
員
会
が
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）

年
八
月
四
日
に
発
足
し
た
。

全
国
実
行
委
員
会
は
、
日
本
協
同
組
合
連
絡

協
議
会
（
J
J
C
：Japan Joint Com

m
ittee 

of Co-operatives

、以
下
「
Ｊ
Ｊ
Ｃ
」
と
い
う
）

加
盟
団
体
に
加
え
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、

中
小
企
業
、
協
同
組
合
等
の
全
国
組
織
、
さ
ら

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
非
営
利
・
協
同
の
団
体
、
学
者
、

文
化
人
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
、
一
〇
〇
人

を
超
え
る
団
体
や
個
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

実
行
委
員
会
は
経
済
評
論
家
の
内
橋
克
人
氏

を
代
表
に
、
各
種
協
同
組
合
の
会
長
を
は
じ
め

幅
広
い
分
野
の
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
服
部

郁
弘
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
会
長
や
、
Ｊ
Ｆ
全
国
女
性
連

会
長
、
さ
ら
に
東
京
海
洋
大
学
客
員
准
教
授
の

さ
か
な
ク
ン
も
実
行
委
員
に
就
任
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｙ
Ｃ
に
関
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て

二
〇
一
二
年
に
向
け
、
全
国
実
行
委
員
会
を

中
心
に
Ｉ
Ｙ
Ｃ
に
関
す
る
多
く
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。

2011年7月14日（木）
	 	 	 第 2回全国実行委員会

	 	 	 	 	 第89回国際協同組合デー記念中央集会

2012年1月ごろ予定	 	 	 2012国際協同組合年開始イベント

　　　　7月7日（土）予定	 	 2012国際協同組合年関連行事

　　　	11月26日（月）〜30日（金）
　　　　ＩＣＡアジア太平洋地域総会

	 	 	 	 	 協同組合フォーラム（神戸国際会議場）

今後の主なスケジュール
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特集 ● 2012国際協同組合年（ＩＹＣ）に向けて

主
な
活
動
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国
際
会
議
な

ど
へ
の
対
応
や
、
七
月
第
一
土
曜
日
の
国
際
協

同
組
合
デ
ー
の
前
後
に
記
念
中
央
集
会
を
開
催

し
て
い
る
。

■ 

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
は
？

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、国
際
協
同
組
合
同
盟
（
Ｉ
Ｃ
Ａ：

International C
o-operative A

lliance

）

の
略
称
で
あ
る
。

世
界
各
国
に
協
同
運
動
を
広
げ
、
協
同
組
合

の
価
値
・
原
則
の
普
及
、
協
同
組
合
間
の
国
際

協
力
の
促
進
、
世
界
の
平
和
と
安
全
保
障
へ
の

貢
献
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
一
九
八
五
年
（
明

治
二
十
八
年
）に
組
織
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
は
、

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
協
同
組
合
の
全
国
組

織
が
加
盟
し
て
い
る
。
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十

一
）
年
十
二
月
現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
加
盟
し
て
い

る
組
織
は
九
二
カ
国
二
四
八
団
体
（
全
国
組

織
）、
傘
下
の
組
合
員
の
数
は
約
一
〇
億
人
と

な
っ
て
お
り
、
協
同
組
合
が
世
界
全
体
に
広
く

普
及
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

※
参
考『
月
刊
Ｊ
Ａ
』二
〇
一一年
四
月
号（
第
六
七
四
号
）

活
を
守
り
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
利
潤
の

追
求
を
目
的
と
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
運
営
に

つ
い
て
は
、
一
人
一
票
制
で
あ
り
、
民
主
的
運

営
が
な
さ
れ
る
。

一
方
、
株
式
会
社
の
目
的
は
利
潤
の
追
求
に

あ
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
利
潤
を
あ
げ
て
、

こ
れ
を
株
主
に
配
当
す
る
。
ま
た
、
株
式
会
社

の
運
営
は
、
株
主
の
所
有
す
る
株
数
に
応
じ
た

議
決
権
で
決
定
さ
れ
る
。
株
式
会
社
が「
株
式
」

（
お
金
）
に
よ
る
結
び
つ
き
が
強
い
こ
と
に
対

し
、
協
同
組
合
は
「
人
」
で
結
び
つ
い
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

■ 
Ｊ
Ｊ
Ｃ
と
は
？

Ｊ
Ｊ
Ｃ
は
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年

に
設
立
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
加
盟
す
る
日
本
の

協
同
組
合
組
織
の
全
国
機
関
（
Ｊ
Ａ
全
中
、
Ｊ

Ａ
全
農
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
、
農
林
中
央
金
庫
、
家

の
光
協
会
、
日
本
農
業
新
聞
、
日
本
生
協
連
、

全
労
済
、
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
、
全
森
連
、
日
本
労
協

連
、
大
学
生
協
連
、
全
国
労
働
金
庫
協
会
）
の

一
三
団
体
で
組
織
す
る
連
絡
協
議
体
で
あ
る
。

〈
参
考
〉

■ 
協
同
組
合
と
は
？

協
同
組
合
は
、
人
々
が
自
主
的
に
結
び
つ
い

た
自
立
の
団
体
で
あ
る
。
ま
た
、
組
合
員
が
共

同
で
所
有
し
、
民
主
的
に
管
理
す
る
事
業
体
を

通
じ
て
、
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
に
共
通

し
て
必
要
と
す
る
も
の
や
強
い
願
い
を
満
た
す

こ
と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
も
あ
る
。
そ
の
た

め
、
協
同
組
合
は
、
組
合
を
組
織
す
る
者
が
事

業
の
利
用
者
で
あ
り
、
同
時
に
組
織
を
運
営
し

て
い
く
運
営
者
で
も
あ
る
と
い
う
特
徴
（
組
織

者
＝
利
用
者
＝
運
営
者
）
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

協
同
組
合
を
組
織
し
た
組
合
員
が
、
組
合
の
運

営
に
参
加
し
、
組
合
の
方
針
を
決
め
、
実
践
し

て
事
業
を
利
用
す
る
仕
組
み
を
も
っ
て
い
る
。

■ 

協
同
組
合
の
特
徴

　

 （
株
式
会
社
と
の
違
い
）

協
同
組
合
と
株
式
会
社
の
大
き
な
違
い
は
、

組
織
の
目
的
で
あ
る
。

協
同
組
合
の
目
的
は
、
組
合
員
の
生
産
や
生
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加
盟
国
並
び
に
国
際
連
合
及
び
そ
の
他
す
べ
て

の
関
係
者
に
対
し
、
こ
の
国
際
年
を
機
に
協
同

組
合
を
発
展
さ
せ
、
社
会
と
経
済
の
発
展
に
対

す
る
協
同
組
合
の
貢
献
に
つ
い
て
認
知
度
を
高

め
る
よ
う
奨
励
す
る
」。
そ
し
て
、「
各
国
政
府

が
以
下
の
こ
と
に
取
り
組
む
よ
う
促
す
。
ａ
．

社
会
的
発
展
の
諸
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、

協
同
組
合
の
可
能
性
と
貢
献
を
十
分
活
用
す

る
。
ｂ
．
社
会
的
弱
者
が
十
分
に
参
加
で
き
る

よ
う
な
協
同
組
合
の
発
展
を
促
進
す
る
。
ｃ
．

政
府
と
協
同
組
合
運
動
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
強
化
、
協
同
組
合
法
制
度
の
改
善
な
ど
の

措
置
を
通
し
て
、
協
同
組
合
発
展
の
た
め
の
環

境
を
整
備
す
る
」

上
記
の
よ
う
な
視
点
か
ら
国
連
は
、
国
際
協

同
組
合
年
の
取
り
組
み
を
世
界
的
規
模
で
推
進

す
る
た
め
に
、
各
国
に
実
行
委
員
会
や
窓
口
を

設
置
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。日
本
で
は
、

る
。だ

が
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
国
際

的
視
点
か
ら
問
題
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン・シ
ョ
ッ
ク
以
降
、

一
〇
〇
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
経
済
危
機
が
、

世
界
的
な
規
模
で
進
行
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
も
と
で
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
の
国

連
総
会
は
、
二
〇
一
二
年
を
国
際
協
同
組
合
年

と
す
る
と
決
議
し
、
今
後
の
経
済
開
発
に
お
け

る
協
同
組
合
の
役
割
に
期
待
を
示
し
た
。

そ
の
総
会
決
議
「
社
会
の
発
展
に
お
け
る
協

同
組
合
」
の
骨
子
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

国
連
総
会
は
、「
協
同
組
合
が
、
経
済
と
社

会
の
発
展
へ
の
人
び
と
の
参
加
を
最
大
限
に
促

し
、
経
済
と
社
会
の
発
展
の
主
要
素
と
な
り
つ

つ
あ
り
、
貧
困
の
根
絶
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
認
識
す
る
」。
し
た
が
っ
て
、
二
〇

一
二
年
を
国
際
協
同
組
合
年
と
宣
言
し
、「
全

東
日
本
大
震
災
以
前
か
ら
、日
本
の
漁
業
は
、

漁
業
生
産
量
の
減
少
、
漁
業
就
業
者
の
減
少
と

高
齢
化
、
さ
ら
に
は
世
界
金
融
危
機
等
の
外
部

環
境
の
悪
化
な
ど
の
結
果
、
深
刻
な
状
況
に
あ

っ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
は
、
追

い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
当
該
地
域
の
漁
業
に

壊
滅
的
な
被
害
を
与
え
て
い
る
。

漁
業
の
復
興
に
向
け
て
の
抜
本
的
な
再
構
築

案
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
る
県
で
は
、

漁
業
を
ま
ず
公
有
化
し
、
次
い
で
株
式
会
社
化

す
る
と
い
う
案
も
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
案
が
現
実
化
す
れ
ば
、
Ｊ
Ｆ

は
無
用
の
存
在
と
さ
れ
る
。

こ
の
問
題
は
、
漁
業
に
限
ら
れ
た
特
殊
な
問

題
で
は
な
く
、
協
同
組
合
一
般
に
つ
い
て
共
通

す
る
。
ど
の
よ
う
な
事
業
に
し
ろ
、
株
式
会
社

が
運
営
す
る
ほ
う
が
よ
ほ
ど
効
率
的
で
あ
り
、

協
同
組
合
は
時
代
遅
れ
だ
、
と
す
る
議
論
で
あ

聖
学
院
大
学
大
学
院
教
授 

● 

富
沢
賢
治

協
同
組
合
憲
章
の
制
定
に
向
け
て



7

特集 ● 2012国際協同組合年（ＩＹＣ）に向けて

同
組
合
憲
章
策
定
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。

各
種
協
同
組
合
が
一
体
と
な
っ
て
こ
の
よ
う

な
憲
章
を
つ
く
る
運
動
に
取
り
組
め
ば
、
協
同

組
合
間
の
連
帯
を
強
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
政

府
の
縦
割
り
行
政
の
壁
を
取
り
払
い
、
政
府
が

協
同
組
合
運
動
を
一
体
の
も
の
と
し
て
認
識
す

る
状
況
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

政
府
に
対
す
る
発
言
力
を
高
め
る
た
め
に

は
、
各
種
協
同
組
合
の
個
別
対
応
だ
け
で
は
不

十
分
で
あ
る
。
憲
章
づ
く
り
運
動
を
と
お
し
て

日
本
協
同
組
合
連
合
会
を
創
設
す
る
必
要
が
あ

る
。
Ｊ
Ｆ
の
発
展
の
た
め
に
も
憲
章
づ
く
り
運

動
へ
の
積
極
的
参
加
が
望
ま
れ
る
。

る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

憲
章
は
、一
般
的
に
は
「
原
則
的
な
お
き
て
」

を
意
味
す
る
。
法
律
上
の
用
法
と
し
て
は
、
あ

る
事
柄
（
た
と
え
ば
、
協
同
組
合
）
に
関
し
て

そ
の
原
則
を
明
ら
か
に
し
て
、
関
連
法
規
の
統

一
的
理
念
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

協
同
組
合
憲
章
の
目
的
は
、
第
一
に
、
協
同

組
合
の
社
会
的
価
値
を
簡
潔
に
か
つ
平
易
に
示

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
協
同
組
合
運
動
に
対
す
る

社
会
と
政
府
の
認
識
度
を
高
め
る
こ
と
で
あ

る
。
第
二
に
、
協
同
組
合
運
動
の
発
展
に
ふ
さ

わ
し
い
法
制
度
を
整
備
・
充
実
す
る
た
め
の
指

針
と
政
策
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
の
協

「
二
〇
一
二
国
際
協
同
組
合
年
実
行
委
員
会
」

（
以
下
、
実
行
委
員
会
）
が
、
二
〇
一
〇
年
八

月
に
発
足
し
た
。
実
行
委
員
会
は
、
国
際
協
同

組
合
年
の
基
本
的
な
目
的
と
し
て
、
以
下
の
三

点
を
挙
げ
て
い
る
。

一
．
協
同
組
合
の
価
値
に
つ
い
て
の
社
会
的
認

知
度
を
高
め
る
。

二
．
協
同
組
合
の
設
立
と
発
展
を
促
進
す
る
。

三
．
協
同
組
合
の
設
立
や
発
展
に
つ
な
が
る
政

策
を
定
め
る
よ
う
政
府
と
関
係
機
関
に
働
き

か
け
る
。

実
行
委
員
会
は
現
在
、
協
同
組
合
憲
章
案
を

策
定
し
、
政
府
に
提
案
し
、
閣
議
決
定
を
求
め

元
農
林
中
央
金
庫
広
報
部
副
部
長
・
系
統
人
材
開
発
部
副
部
長 

● 

田
中
文
章

世
界
の
協
同
組
合
論

こ
の
た
び
の
震
災
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

に
対
し
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
と
皆
さ
ま
の
ご

健
康
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

Ｊ
Ｆ
（
漁
業
協
同
組
合
）
の
ル
ー
ツ
は
、「
磯

は
地
付
き
、
沖
は
入
会
い
」
と
い
う
江
戸
時
代

以
来
の
利
用
共
同
体
と
、
明
治
漁
政
・
漁
業
法

が
参
考
に
し
た
ド
イ
ツ
漁
業
法
・
水
産
系
統
組

織
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
ド
イ

ツ
水
産
系
統
誕
生
の
歴
史
と
、
同
じ
ド
イ
ツ
を

源
流
に
発
展
し
た
各
国
水
産
系
統
組
織
を
ご
紹

介
す
る
。
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欧
州
域
内
・
東
ア
ジ
ア
へ
の
拡
大

他
国
に
も
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
取
り
組
み
は

広
が
っ
た
。
一
八
八
〇
年
に
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア

水
産
会
」
が
成
立
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、

各
「
州
水
産
会
」
が
一
八
八
五
年
漁
業
法
上
の

漁
業
権
を
管
理
し
、
各
「
市
町
村
水
産
組
合
」

を
統
括
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
で 

は
一
八
九
八
年

法
で
漁
業
権
を
管
理
す
る
「
県
水
産
会
」
と
、

一
八
八
四
年
法
の
「
漁
業
組
合
」・
一
九
〇
六

年
法
の「
漁
業
信
用
組
合
」が
そ
れ
ぞ
れ
成
立
。

特
に
信
用
漁
協
（
マ
リ
ン
バ
ン
ク
）
は
大
西
洋

岸
・
地
中
海
岸
・
カ
リ
ブ
海
領
土
島
で
六
つ
の

地
方
金
庫
が
現
在
も
活
躍
中
だ
。

日
本
も
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
漁
業
法
制
を
手

合
」
は
、組
合
員
の
利
用
権
を
調
整
し
た
ほ
か
、

水
産
物
の
加
工
･
販
売
な
ど
も
手
が
け
、
次

第
に
総
合
協
同
組
合
化
し
た
。

 

水
産
会
と
漁
業
組
合
の
こ
う
し
た
取
り
組

み
は
、
乱
獲
の
排
除
と
漁
業
資
源
の
繁
殖
、
生

産
高
の
増
大
に
大
き
く
貢
献
。
ド
イ
ツ
漁
村
と

漁
業
・
水
産
業
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
。

 ド
イ
ツ
水
産
会
・

漁
業
組
合
の
現
在

ド
イ
ツ
の
水
産
会
・
漁
業
組
合
は
今
も
健
在

だ
。
ド
イ
ツ
北
岸
で
北
海
エ
ビ
漁（
次
頁
写
真
）

を
主
力
と
す
る
ブ
チ
ア
デ
ィ
ン
ゲ
ン
漁
業
協
同

組
合
（
写
真
右
下
）
は
、
ド
イ
ツ
最
古
の
歴
史

を
誇
る
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
水
産
会
の
育
成

を
受
け
、
今
年
創
立
八
〇
周
年
を
迎
え
る
。

二
〇
年
前
に
導
入
し
た
北
海
エ
ビ
の
自
動
殻

剥
き
選
別
機
が
活
躍
し
て
お
り
、
生
産
性
や
衛

生
面
で
高
い
性
能
を
発
揮
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
環
境
に
も
優
し
い
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
（
次
頁
写
真
）。

ド
イ
ツ
漁
業
の
困
窮
と

水
産
系
統
の
成
立

一
九
世
紀
初
め
の
ド
イ
ツ
で
は
、
旧
領
主
か

ら
解
放
さ
れ
た
自
営
漁
民
が
誕
生
し
た
が
、
旧

領
主
の
統
制
を
失
っ
た
乱
獲
で
魚
が
大
量
死
し

た
う
え
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
か
ら
の
塩
ニ
シ
ン
な

ど
水
産
物
輸
入
に
依
存
し
て
い
た
。

富
国
の
た
め
に
は
「
漁
業
資
源
の
繁
殖
」
と

「
漁
業
・
水
産
業
経
済
の
自
立
」
が
必
要
と
悟

っ
た
政
府
・
業
界
関
係
者
は
、
一
八
七
〇
年
に

「
ド
イ
ツ
水
産
会
」
を
設
立
。
同
会
の
音
頭
で
、

一
八
七
四
年
以
降
、
各
州
で
「
漁
業
法
」
が
整

備
さ
れ
た
。

州
漁
業
法
は
各
漁
場
の
慣
行
・
特
性
に
応
じ

た
繁
殖
政
策
や
利
用
権
（
漁
業
権
）・
利
用
権

者
を
定
め
る
。
ま
た
、「
資
源
繁
殖
と
組
合
育
成
、

漁
業
・
水
産
業
利
益
の
代
表
」
を
目
的
に
各
州

で「
州
水
産
会
」が
設
立
さ
れ
た
。
州
水
産
会
は
、

主
漁
場
で
の
漁
業
権
者
た
る
「
漁
業
組
合
」
の

設
立
や
、
入
漁
規
制
と
漁
師
資
格
の
認
定
、
養

殖
・
品
種
改
良
・
試
験
研
究
な
ど
を
推
進
し
た
。

州
水
産
会
の
支
援
で
設
立
さ
れ
た
「
漁
業
組
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本
に
一
八
八
六
年
「
漁
業
組
合
準
則
」
に
よ
り

漁
業
組
合
制
度
を
導
入
、
後
に
経
済
・
信
用
事

業
を
兼
営
し
た
。
ま
た
一
九
〇
一
年
に
は
「
漁

業
法
」
を
制
定
し
、
一
九
二
一
年
に
は
「
大
日

本
水
産
会
（
一
八
八
二
年
設
立
）」
を
母
体
に
「
水

産
会
」
制
度
を
導
入
し
た
。

そ
し
て
日
本
統
治
中
の
朝
鮮
と
台
湾
で
も
、

同
様
に
「
水
産
会
」
と
「
水
産
組
合
」
制
度
が

導
入
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
戦
後
統
合
し
、
韓
国

で
は
「
漁
業
協
同
組
合
」、
台
湾
で
は
「
漁
会
」

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。「
韓
国
漁
協
」「
台
湾
漁

会
」
と
も
、
日
本
と
同
様
、
信
用
・
経
済
・
共
済
・

指
導
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
総
合
漁
協
だ
。

図表　水産業支援システムと漁業・水産組合の国際的系譜

〈東アジア〉

〈欧州〉
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れ
ば
何
も
残
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

国
際
協
同
組
合
年
に
向
け
て
、
協
同
組
合
陣
営

み
ず
か
ら
が
協
同
組
合
の
価
値
や
本
質
を
相
互

連
携
し
て
究
め
て
い
く
、
社
会
的
活
動
の
内
実

を
高
め
て
い
く
、
そ
の
実
践
を
通
じ
た
理
解
と

支
持
の
拡
大
運
動
こ
そ
重
要
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、「
協
同
組
合
が
地
域
の
ど
真
ん
中
に
い

主
義
」
や
市
場
原
理
主
義
の
反
省
の
中
で
、
協

同
組
合
の
価
値
観
・
思
想
に
“
追
い
風
”
が
吹

い
て
い
る
。
こ
の
風
を
受
け
て
い
か
に
帆
を
膨

ら
ま
す
か
、
協
同
組
合
セ
ク
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
の
絶

好
の
機
会
だ
。

二
〇
一
二
年
の
国
際
協
同
組
合
年
は
、
単
な

る
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
終
わ
っ
て
は
、
一
年
過
ぎ

二
〇
世
紀
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
、開
発・

成
長
、
経
済
効
率
性
、
戦
争
・
競
争
、
環
境
破

壊
と
い
う
言
葉
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
二
一
世
紀

は
共
生
、安
全・安
心
、人
間
性
（
価
値・倫
理
）、

相
互
理
解
、
環
境
調
和
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
パ

ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。い
ま
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
経
て
、「
強
欲
資
本

㈳
Ｊ
Ｃ
総
研
常
務
理
事 

● 

松
岡
公
明

地
域
社
会
の
支
持
、共
感
・
共
鳴
を

広
げ
る
協
同
組
合
運
動
へ

次
の
一
〇
〇
年
へ
向
け
て

誕
生
か
ら
一
〇
〇
年
。
各
国
の
水
産
系
統
組

織
は
、
欧
州
や
東
ア
ジ
ア
で
大
き
く
花
開
い
て

い
る
。（
前
頁
図
表
）

 

し
か
し
漁
村
が
抱
え
る
根
本
課
題
、「
漁
業

資
源
の
繁
殖
」
と
「
漁
業
・
水
産
業
経
済
の
自

立
」
と
い
う
課
題
が
完
全
に
解
決
し
た
と
は
い

え
な
い
。

各
国
漁
村
で
は
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
み
、

新
事
業
の
創
設
に
よ
る
若
者
の
雇
用
機
会
拡
大

な
ど
を
水
産
系
統
組
織
に
求
め
る
声
が
高
ま
っ

て
い
る
。
漁
村
で
漁
業
・
水
産
業
を
基
盤
に
食

と
漁
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
た
新
し
い
事
業
を
起
こ
し
、

育
成
し
て
い
く
こ
と
が
、
次
の
一
〇
〇
年
へ
向

け
た
各
国
水
産
系
統
組
織
の
発
展
方
向
と
な
っ

て
い
く
と
考
え
る
。

※
本
稿
中
、
意
見
に
関
わ
る
部
分
は
私
見
で
あ
る
こ
と

　

を
お
断
り
致
し
ま
す
。



11

特集 ● 2012国際協同組合年（ＩＹＣ）に向けて

ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
活
動
の
輪
も
広
が
る

と
と
も
に
、活
動
の「
品
質
」も
高
ま
る
だ
ろ
う
。

「
組
織
が
存
在
す
る
の
は
、
組
織
自
身
の
た
め

で
は
な
い
。
企
業
を
は
じ
め
す
る
あ
ら
ゆ
る
組

織
が
社
会
の
機
関
で
あ
る
」（
P
・
F
・
ド
ラ

ッ
カ
ー
）。「
倫
理
強
者
」
と
し
て
、「
運
動
体
」

と
し
て
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
支
援
し

地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
、す
な
わ
ち
、

協
同
組
合
の
理
念
・
哲
学
と
理
想
を
具
体
的
な

実
践
活
動
の
な
か
で
証
明
し
て
い
く
と
い
う
意

味
で
の
協
同
組
合
の
「
人
格
形
成
」
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
協
同
組
合
の
哲
学
、

倫
理
観
を
磨
く
た
め
の
絶
え
ざ
る
教
育
学
習
が

重
要
で
あ
る
。

作
家
の
司
馬
遼
太
郎
氏
は
満
州
事
変
か
ら
太

平
洋
戦
争
に
突
き
進
ん
で
い
っ
た
「『
昭
和
』

は
精
神
に
悪
い
」「
褌

ふ
ん
ど
しの
外
れ
た
時
代
」
と
言

っ
て
昭
和
の
群
像
に
つ
い
て
ペ
ン
を
折
っ
た
。

『
坂
の
上
の
雲
』
な
ど
司
馬
氏
が
好
ん
で
描
い

た
「
明
治
と
い
う
国
家
」
の
群
像
の
基
底
に
あ

る
の
は
「
公
共
的
な
向
上
心
」
だ
ろ
う
。
協
同

組
合
運
動
で
も
そ
の
向
上
心
の
向
上
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

な
い
組
織
は
衰
退
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
協
同
組

合
は
、
地
域
の
生
産
者
や
消
費
者
が
組
合
員
で

あ
り
、
地
域
が
舞
台
で
あ
る
。
介
護
保
険
で
見

ら
れ
た
よ
う
に
、
企
業
が
落
下
傘
で
降
り
て
来

て
、
も
う
か
ら
な
い
と
な
れ
ば
す
ぐ
さ
ま
撤
退

し
て
い
っ
た
よ
う
に
は
い
か
な
い
。
協
同
組
合

は
い
わ
ゆ
る
「
夜
逃
げ
」
が
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
徹
底
し
た
地
域
密
着
型
の
実
践
と
地
域
社

会
の
信
用
・
信
頼
が
求
め
ら
れ
る
。

地
域
づ
く
り
は
、そ
こ
に
住
む
人
び
と
の「
決

意
」
か
ら
始
ま
る
が
、
協
同
組
合
の
有
す
る
経

営
資
源
や
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
地
域

社
会
の
「
器
」
と
し
て
、「
狭
い
協
同
」（
共
益
）

を
乗
り
越
え
て
、
ひ
ら
か
れ
た
オ
ー
プ
ン
な
組

織
と
し
て
協
同
の
輪
を
広
げ
て
い
く
運
動
論
が

必
要
で
あ
る
。
多
様
な
人
間
、
組
織
間
の
横
断

的
、
水
平
的
、
フ
ラ
ッ
ト
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

川
上（
森
林
）→
川
中（
農
業
）→
川
下（
漁
業
、

消
費
者
）
の
自
然
環
境
と
経
済
、
交
流
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
ま
た
大
学
や
研
究
者
な
ど
外
部
専

門
家
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
重
層
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
の
な
か
で
、
そ
の
協
同
と
連
携
の

多
様
性
を
追
求
し
て
い
く
方
法
が
現
実
的
で
あ

る
」
と
い
う
、
地
域
社
会
と
の
連
携
に
か
か
る

運
動
論
の
展
開
が
必
要
だ
。

そ
の
た
め
に
は
、
み
ず
か
ら
の
足
元
を
見
つ

め
、
協
同
組
合
の
哲
学
、
理
念
、
原
則
、
運
動

論
を
学
ぶ
教
育
が
欠
か
せ
な
い
。
ア
レ
グ
ザ
ン

ダ
ー
・
フ
レ
イ
ザ
ー
・
レ
イ
ド
ロ
ー
は
「
協
同

組
合
は
教
育
怠
慢
の
罪
が
あ
る
」
と
し
て
、「
協

同
組
合
は
事
業
組
織
で
あ
る
と
同
時
に
、
教
育

組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
教
育

力
を
協
同
組
合
の
力
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
も
ス
ラ
ン
プ
に

陥
っ
た
と
き
は
基
本
に
立
ち
返
れ
と
い
わ
れ

る
。
問
題
は
戻
る
べ
き
基
本
を
持
た
な
い
こ
と

で
あ
る
。
幸
い
協
同
組
合
に
は
戻
る
べ
き
基
本

が
あ
る
。
協
同
組
合
が
協
同
組
合
で
あ
る
た
め

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
自
覚
し
、
自
主
・

自
立
、
参
加
・
民
主
主
義
、
公
正
・
連
帯
等
、

協
同
組
合
の
基
本
的
価
値
を
愚
直
に
学
習
し
、

実
践
実
態
と
照
ら
し
て
、
基
本
的
価
値
を
反
す

う
、
自
己
検
証
し
、
自
己
革
新
に
努
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
治
の
世
界
と
同
様
、
企
業
も
含
め
て
、
地

域
社
会
・
住
民
か
ら
信
用
・
支
持
・
共
鳴
さ
れ
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か
、
や
は
り
高
台
に
置
い
て
あ
っ
た
定
置
網
の

二
ケ
統
分
が
無
事
だ
っ
た
の
は
、
せ
め
て
も
幸

い
だ
。

こ
れ
だ
け
の
被
害
を
受
け
て
も
、
立
ち
直
り

は
素
早
か
っ
た
。
電
気
水
道
や
道
路
の
復
旧
よ

り
早
く
、
一
週
間
ほ
ど
で
携
帯
電
話
が
つ
な
が

る
と
、
さ
っ
そ
く
メ
ー
カ
ー
に
電
話
を
か
け
ま

く
っ
て
船
外
機
の
在
庫
を
確
保
。
製
網
会
社
も

数
社
に
当
た
っ
て
ワ
カ
メ
養
殖
の
ロ
ー
プ
類
を

発
注
し
た
。
全
国
的
に
品
薄
確
実
と
み
て
の
迅

速
な
動
き
だ
っ
た
。

並
行
し
て
、
各
浜
で
修
理
を
す
れ
ば
使
え
そ

う
な
船
を
集
め
、
早
々
と
造
船
所
に
持
ち
込
ん

だ
。

「
三
月
二
十
日
ご
ろ
に
は
残
っ
た
船
を
共
同
で

た
。

「
ま
ず
漁
船
が
全
滅
と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
。

助
か
っ
た
の
は
組
合
全
体
で
一
四
隻
。
一
ト
ン

前
後
の
作
業
船
は
七
八
〇
隻
の
う
ち
、
残
っ
た

の
が
た
っ
た
六
隻
。
定
置
の
船
二
〇
隻
は
ち
ょ

う
ど
造
船
所
に
上
げ
て
あ
っ
た
の
が
全
部
沖
へ

流
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
一
〇
隻
は
か
き
集
め
て

修
理
中
で
す
」。
伊
藤
組
合
長
は
淡
々
と
数
え

上
げ
る
。

漁
港
も
す
べ
て
損
壊
し
た
。
重
茂
地
区
に
あ

っ
た
ア
ワ
ビ
の
種
苗
育
成
施
設
、
サ
ケ
の
人
工

孵
化
場
は
跡
形
も
な
く
、
収
穫
期
を
迎
え
た
ば

か
り
だ
っ
た
養
殖
ワ
カ
メ
も
す
べ
て
流
失
し

た
。加

工
場
は
高
台
の
一
カ
所
が
助
か
っ
た
ほ

岩
手
県
宮
古
市
、
重お

も
え茂
半
島
一
三
の
浜
か
ら

な
る
Ｊ
Ｆ
重
茂
は
、
い
ち
早
く
今
後
の
方
針
を

打
ち
出
し
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
復
興
へ

の
道
を
突
き
進
ん
で
い
る
。

四
月
二
十
三
日
に
現
地
を
訪
ね
、
伊
藤
隆
一

組
合
長
（
七
二
歳
）
に
、お
話
を
お
聞
き
し
た
。

同
Ｊ
Ｆ
は
、
家
族
経
営
の
コ
ン
ブ
・
ワ
カ
メ

養
殖
と
採
介
藻
が
中
心
で
、
組
合
員
は
五
八
一

人
。
平
均
年
齢
は
五
五
歳
で
、
四
〇
歳
以
下
の

若
い
漁
業
者
が
な
ん
と
九
四
人
も
い
る
活
気
あ

る
組
合
だ
。
ま
た
、
乗
組
員
一
〇
〇
人
を
擁
す

る
組
合
直
営
の
大
型
定
置
網
四
ケ
統
、
イ
ク
ラ

や
ワ
カ
メ
な
ど
の
加
工
場
も
四
カ
所
あ
り
、
一

五
〇
人
も
の
女
性
た
ち
が
働
く
。

巨
大
津
波
の
被
害
は
こ
こ
で
も
甚
大
だ
っ

 

海
と
漁
の
体
験
研
究
所 

● 

大
浦
佳
代

今
こ
そ
協
同
の
精
神
で
頑
張
ろ
う

—
—

Ｊ
Ｆ
重
茂 

復
興
へ
の
道



サケの孵化場の跡（重茂地区）

修理すれば使えそうな漁船が集められている（重茂の漁港）
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養
殖
を
営
む
漁
家
は
一
八
〇
戸
。
一
割
ほ
ど

減
る
の
で
は
と
い
う
予
想
も
あ
る
が
、
何
と
か

ひ
と
桁
減
で
止
め
た
い
と
、組
合
で
は
必
死
だ
。

「
三
年
以
内
に
漁
業
で
暮
ら
せ
る
見
通
し
を
つ

け
な
い
と
ダ
メ
。
そ
れ
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
で

や
ら
な
い
と
、
こ
こ
を
あ
き
ら
め
て
出
て
行
く

の
が
い
っ
ぱ
い
出
る
か
ら
」。
固
い
決
意
を
込

め
て
、
伊
藤
組
合
長
は
そ
う
語
る
。

若
手
が
多
い
重
茂
で
は
、
こ
う
し
た
危
機
感

に
背
中
を
あ
お
ら
れ
つ
つ
、
急
ぎ
足
で
力
強
く

復
興
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

た
。

使
う
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
互
い
に
助
け
合
う

の
が
協
同
組
合
の
姿
で
あ
る
わ
け
だ
か
ら
」

今
こ
そ
共
同
の
精
神
で
頑
張
ろ
う
と
、
復
興

に
向
け
た
決
意
を
新
た
に
し
た
と
い
う
。
具
体

的
に
は
、
組
合
員
の
数
に
合
わ
せ
、
公
平
に
な

る
よ
う
浜
ご
と
に
漁
船
を
配
置
。「
所
有
権
は

個
人
で
も
、
使
用
権
は
み
ん
な
の
も
の
」
と
い

う
考
え
方
だ
。

ア
ワ
ビ
や
ウ
ニ
の
磯
漁
は
、
漁
に
出
る
順
番

が
水
揚
げ
に
影
響
す
る
た
め
、
浜
ご
と
に
総
水

揚
げ
を
出
漁
し
た
人
数
で
均
等
に
割
る
。
一
方

ワ
カ
メ
や
コ
ン
ブ
の
養
殖
は
、
手
の
か
け
方
に

よ
っ
て
収
量
に
差
が
出
る
た
め
、
船
は
共
同
で

も
養
殖
イ
カ
ダ
は
個
人
ご
と
に
す
る
方
針
だ
と

い
う
。

漁
再
開
の
第
一
歩
は
、
五
月
中
旬
の
天
然
ワ

カ
メ
漁
か
ら
。
そ
の
次
は
、
七
月
の
ワ
カ
メ
の

種
取
り
を
と
て
も
重
要
な
目
標
に
す
え
て
い

る
。

「
何
が
何
で
も
養
殖
用
の
種
を
取
ら
な
い
と
、

来
年
春
の
収
入
が
ゼ
ロ
に
な
る
。
生
き
る
か
死

ぬ
か
だ
も
の
、
絶
対
に
や
る
と
い
う
意
気
込
み

で
す
」
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赤尾信敏（元タイ王国駐在大使）

第32回

中国の経済発展
 ——その驚異と課題（その二）

ピ
ン
グ
税
や
相
殺
関
税
賦
課
の
対

象
に
な
っ
て
い
る
。
反
ダ
ン
ピ
ン

グ
税
の
被
発
動
件
数
は
中
国
が
世

界
最
大
で
、
二
〇
一
〇
年
末
現
在

五
六
三
件
に
達
す
る
（
第
二
位
の

韓
国
は
一
六
五
件
）。

中
国
は
二
〇
〇
一
年
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ

加
盟
に
際
し
て
い
ろ
い
ろ
な
義
務

を
約
束
し
た
が
、
そ
の
履
行
が
不

十
分
と
の
指
摘
を
受
け
て
改
善
す

る
一
方
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争
解
決
に
持

ち
込
ま
れ
て
敗
訴
し
た
ケ
ー
ス
も

多
い
。

増
大
す
る
対
外
経
済
摩
擦

中
国
が
直
面
す
る
主
な
課
題
と

し
て
次
の
四
点
を
指
摘
し
た
い
。

第
一
に
、
欧
米
諸
国
と
の
貿
易

不
均
衡
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
に

米
国
は
二
七
三
〇
億
ド
ル
、
Ｅ
Ｕ

は
一
六
八
八
億
ユ
ー
ロ
の
赤
字
を

記
録
し
た
。輸
出
主
導
で
は
な
く
、

国
内
消
費
拡
大
に
よ
る
経
済
成
長

今
回
は
中
国
経
済
発
展
の
対
外

経
済
面
に
注
目
し
た
い
。
経
済
発

展
に
伴
っ
て
中
国
の
対
外
貿
易
が

急
増
し
た
。
中
国
は
輸
出
額
で
二

〇
〇
八
年
に
世
界
第
一
位
に
、
輸

入
額
で
二
〇
〇
九
年
に
米
国
に
次

ぐ
第
二
位
に
躍
進
す
る
貿
易
大
国

に
な
っ
た
。
中
国
の
輸
出
額
は
日

本
の
ほ
ぼ
半
分
（
二
〇
〇
〇
年
）

か
ら
約
二
倍
（
二
〇
一
〇
年
）
に
、

輸
入
額
も
こ
の
間
に
日
本
の
約
六

〇
％
か
ら
二
倍
に
増
大
し
た
。
米

国
、
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
な
ど
と

の
貿
易
黒
字
が
拡
大
し
て
深
刻
な

経
済
摩
擦
を
抱
え
て
い
る
。た
だ
、

か
つ
て
の
バ
ブ
ル
期
の
対
日
強
硬

態
度
と
違
っ
て
、
中
国
市
場
の
重

要
性
に
配
慮
し
て
、
欧
米
の
対
応

は
歯
切
れ
が
悪
い
。

鉄
鋼
・
金
属
製
品
、
電
気
製
品
、

化
学
品
、
繊
維
製
品
な
ど
各
種
の

中
国
製
品
が
ダ
ン
ピ
ン
グ
、
補
助

金
付
き
輸
出
な
ど
の
理
由
で
、
Ｗ

Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
反
ダ
ン
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利
益
で
は
な
く
、
長
期
的
観
点
か

ら
そ
の
是
非
を
慎
重
に
検
討
し
て

ほ
し
い
。

第
四
に
、
尖
閣
諸
島
問
題
で
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
レ
ア
ア
ー

ス
（
希
土
類
）
の
輸
出
制
限
は
日

本
の
み
な
ら
ず
、
欧
米
諸
国
に

と
っ
て
も
深
刻
な
問
題
で
Ｗ
Ｔ
Ｏ

違
反
と
の
指
摘
も
あ
る
。
自
国
資

源
を
守
る
一
方
で
、
ア
フ
リ
カ
を

含
む
諸
外
国
で
資
源
獲
得
を
目
指

し
て
、
ス
ー
ダ
ン
な
ど
国
際
的
に

孤
立
す
る
国
へ
の
投
資
を
優
先
す

る
行
動
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

り
で
あ
っ
た
。
米
国
国
際
貿
易
委

員
会
の
最
近
の
報
告
で
は
、
米
企

業
の
損
失
は
二
〇
〇
九
年
で
五
〇

〇
億
〜
九
〇
〇
億
ド
ル
（
約
四
兆

〜
七
・
二
兆
円
）
に
達
し
た
。
中

国
国
内
法
の
整
備
は
進
ん
で
も
、

裁
判
で
の
公
平
な
裁
き
が
確
保
さ

れ
ず
、
た
と
え
勝
訴
し
て
も
執
行

が
担
保
さ
れ
な
い
。
近
年
急
増
す

る
中
国
企
業
の
特
許
保
護
の
た
め

に
も
、
法
の
執
行
強
化
が
望
ま
れ

る
。
ニ
セ
モ
ノ
、
デ
ザ
イ
ン
や
商

標
侵
害
、
特
許
侵
害
、
模
倣
品
輸

出
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
技
術
の
国

産
化
政
策
を
優
先
目
標
に
掲
げ
て
、

外
国
企
業
の
対
中
投
資
に
高
度
技

術
の
移
転
を
条
件
づ
け
る
こ
と
が

多
い
が
、
強
く
抗
議
す
べ
き
で
あ

る
。
日
本
や
ド
イ
ツ
提
供
の
新
幹

線
技
術
が
模
倣
さ
れ
、
米
国
、
ブ

ラ
ジ
ル
な
ど
で
日
本
企
業
が
中
国

と
の
競
争
に
直
面
す
る
状
況
に
あ

る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
含
む
高

度
技
術
の
対
中
移
転
は
近
視
眼
的

達
手
続
き
の
透
明
性
確
保
な
ど
を

約
束
し
、
二
〇
〇
七
年
末
に
加
盟

交
渉
が
始
ま
っ
た
が
、
進
展
が
な

い
。
二
〇
〇
九
年
に
は
「
自
主
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
認
定
制
度
」
の
下
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
同
関
連
機
器
、

通
信
機
器
、
最
新
オ
フ
ィ
ス
機
器
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
エ
ネ
の
六
分

野
に
つ
き
、
国
内
開
発
製
品
（
知

的
財
産
権
保
有
や
商
標
の
初
期
登

録
を
行
っ
た
製
品
）
を
優
遇
す
る

制
度
を
発
表
、
ハ
イ
テ
ク
技
術
の

流
出
を
危
惧
す
る
欧
米
諸
国
の
強

い
反
発
を
招
い
た
。
最
近
、
一
部

見
直
し
を
発
表
し
た
が
、
中
国
の

政
策
は
朝
令
暮
改
的
で
透
明
性
と

一
貫
性
が
な
い
の
が
問
題
で
あ
る
。

第
三
に
、
知
的
財
産
権
の
保
護

が
不
十
分
で
、
外
国
企
業
の
損
害

は
膨
大
に
上
る
。
最
新
の
ジ
ェ
ト

ロ
調
査
で
は
、
日
本
の
調
査
対
象

現
地
企
業
の
二
五
％
が
年
間
一
億

円
以
上
の
損
失
を
被
り
、
一
〇
億

円
以
上
の
損
失
企
業
は
一
〇
％
余

確
保
の
必
要
性
は
バ
ブ
ル
期
の
日

本
と
同
様
で
あ
る
。
米
ド
ル
と
の

固
定
相
場
制
（
一
米
ド
ル
＝
八
・

二
八
元
）
は
二
〇
〇
五
年
六
月
に

廃
止
し
た
が
、
厳
し
い
為
替
管
理

の
下
、
本
年
五
月
現
在
一
米
ド
ル

＝
六
・
五
元
で
過
去
六
年
間
に
約

二
〇
％
の
上
昇
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
世
界
経
済
の
不
均
衡

是
正
を
妨
げ
る
と
し
て
欧
米
諸
国

の
み
な
ら
ず
、
他
の
新
興
国
か
ら

も
不
満
が
強
い
。
Ｇ
20
会
議
な
ど

の
前
に
為
替
管
理
の
緩
和
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
示
し
、
最
近
の
米
中
対

話
で
も
「
相
場
の
弾
力
性
を
高
め

る
」
約
束
を
し
た
が
、
具
体
的
進

展
を
期
待
し
た
い
。
通
貨
の
切
り

上
げ
は
深
刻
化
す
る
イ
ン
フ
レ
対

策
上
も
望
ま
し
い
。

第
二
に
、
政
府
調
達
に
当
た
っ

て
中
国
製
品
お
よ
び
中
国
企
業
へ

の
優
遇
措
置
が
大
き
な
問
題
。
中

国
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
時
に
政
府
調
達

協
定
へ
の
将
来
の
加
盟
、
政
府
調
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組合の結束と
助け合いの気持ち

⃝JF重茂
　 伊藤隆一組合長

たくさんの漁船が流され、大きな被害が出たにも関わらず、いち早く天然ワカメ漁を再開した JF
重茂。そのリーダーをつとめる伊藤組合長にお話を聞いてきました

まだ現実のこととは思えね。浜で生活しているから、津波の覚悟はいつも頭の中さあった
のス。ただ、あまりにも大きすぎた。明治 29年とは違って、今は防波堤や漁港の施設があ
るのに、それでも陸

おか

に上がった波が 20ｍよりも高かったっつんだから。
地震のときはここさ（高台にある JF の建物）いた。上から海を見ていたら、波の白いし
ぶきがス、松の木より高くダーンとね、打ち上がってくるのが見えた。たった 1回だけ。そ
れで終わり。
で、夕方浜に降りてみたら、とてもじゃないが見る影なしだ。もう何も考えられねのス。「あ
ーっ」と立ちつくすだけだね。
最初はショックださ。だども、いつまーでも嘆いてたってもな、などもなんねもんな。だ
から、受けた被害は被害として、明日から元の生活さ戻すっての、誰でもどこでも考えるこ
とだて。仕事だもの。
アワビの資源が一番気がかりだども、それ以外は何も心配してないの。船だって 3年もあ

れば、元のようにそろうと思うし。この災害で
かえって、組合の結束と助け合いの気持ちが強
くなったと思うのス。
最近聞こえてくる漁港の集約化は、とうてい
受け入れられるものではね、でば。ここの漁業は、
小さい浜、村があってはじめて成り立っている
んだもの。この浜と村を守っていかねばと、強
く思っています。

聞き取り：農山漁村ジャーナリスト　大浦佳代

ほっと一息
Cafe漁
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豆

雑学

学雑

おさかな

おさかな

知識

レシピ

鹿児島県阿久根の三角ミナ（シッタカ貝）

童話「白雪姫」の七人の小人がかぶっている帽子を連想させる貝。地元では「三角ミナ」と呼ば
れている。
ゆで方に特徴がある。臆病な貝なので、音や衝撃は禁物だ。貝の奥に縮こまってしまうのだ。
そのまま茹でても、身を取りだせない。ゆで方のポイントは錯覚させること。前夜から海水に浸し、
静かに置く。まるで海にいるときのように錯覚させる。貝口から身がでてきたところで、そっと

火にかける。弱火でゆっくりゆっくり。少しずつ「暖かくなってきたなあ」、「いい湯
加減だなあ」……と身を伸ばしてきたところで、一気に茹で上げる。
だまし討ちのようなものだが、茹でたての三角ミナは最高だ。つまようじでそっと
身を取りだす。なんとか肝までたどりつきたい……薄いふたをかじらないように口に
入れる。限りなく磯の香りに包まれる。身はしまって、かみしめるほどに味わい深い。

主材料（４人分）
あじ
…………… 大１尾または中２尾
ちりめんじゃこ	…………… 80g
くろめまたはめかぶ
…………………… １カップ米３合
いりこだし（事前にとったもの）
……………………………２カップ
うす口しょうゆ	 …………1/2カップ
酒、みりん	……… 各1/4カップ
砂糖	………………………… 少々
粉末いりこまたは和風だし
…………………………… 少々
にんじん	 …………………100g
オクラ	…………………… ４本
なす	………………………小１本
きゅうり	…………………… １本
玉ねぎ	………………中1/2個
青じその葉	……………６〜８枚
すり白ごま	 …………… 大さじ２
焼きのり	 ………………… １枚
温泉卵（市販）	………… ４個

作り方
①米はとぎ、普通に炊く。
②⒜は合わせて150㎖をとりお
き、残りは鍋で沸騰させてさまし
ておく。
③あじは三枚におろし、20〜28
切れの刺し身にし、とりおいた②
に漬ける。
④にんじんは粗みじん切り、オク
ラはさっと湯通しし、みじん切りに
する。なすは皮をむいてみじん切
りにし、水につけてアクをとり、ペ
ーパータオルで水気をよく拭く。く
ろめと残りの野菜もみじん切りに
する。
⑤④、ちりめんじゃこ、すり白ごま
と残りの②を混ぜ合わせる。
⑥器にご飯を半分入れ、焼きの
りをもんで敷き、残りのご飯を盛る。
中央をドーナツ形にあけて⑤を盛
りつけ、③を５〜７切れのせて温
泉卵を割り入れる。好みで、ゆず
こしょうやラー油を加えていただく。

豆

雑学

学雑

おさかな

おさかな

知識

レシピ

豆

雑学

学雑

おさかな

おさかな

知識

レシピ旨‼ 海
う み の

農どんぶり

魚は刺し身用、野菜は半端に残ったものを
使うと、時短になります。
白だしを使うとさらに簡単、手軽にできます。

ポイント

⒜

<第11回シーフード料理コンクール受賞作品より>
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ＪＦ枕崎市　白窪義広参事

18

鹿
児
島
県
薩
摩
半
島
の
南
端
に
位
置
す
る
枕
崎

市
は
、
年
間
平
均
気
温
一
七
〜
一
八
℃
と
温
暖
な

気
候
に
恵
ま
れ
た
静
か
な
町
だ
。
町
の
南
側
の
小

高
い
丘
に
は
火
の
神
公
園
と
平
和
祈
念
展
望
台
が

あ
る
。
公
園
の
沖
に
そ
び
え
立
つ
標
高
四
二
メ
ー

ト
ル
の
立
神
岩
。
ま
る
で
枕
崎
漁
港
を
見
守
る
か

の
よ
う
に
凛
と
立
っ
て
い
る
。
立た

て
が
み
い
わ

神
岩
の
先
は
、

広
大
な
東
シ
ナ
海
が
広
が
る
。
こ
こ
か
ら
南
西
に

約
二
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
沖
合
い
が
戦
艦
大
和

の
沈
没
地
点
だ
。
英
霊
を
祀
っ
た
平
和
祈
念
展
望

台
は
映
画『
男
た
ち
の
大
和
』（
二
〇
〇
五
年
制
作
）

の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
場
所
だ
が
、
Ｊ
Ｆ
枕
崎
市
の

事
務
所
や
組
合
長
室
も
撮
影
に
使
わ
れ
た
こ
と
は

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
神
と
英
霊
を
敬
い
、
見
守
ら

225
270

226

JF枕崎市

南九州市

池田湖

南さつま市野間岳

枕崎市

薩摩半島

鹿児島県

開聞岳

か
つ
お
節
の
生
産
量
、
一
七
年
連
続
で
日
本
一
に
輝
き
続
け
て
い
る
鹿
児
島
県
枕
崎
市
。
そ
の
生

産
量
を
支
え
て
い
る
の
が
、
三
五
〇
年
と
い
う
歴
史
を
持
つ
「
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
業
」
だ
。
日

本
漁
業
を
取
り
巻
く
魚
価
の
低
迷
、
資
源
量
の
減
少
、
高
齢
化
、
燃
油
価
格
高
騰
と
い
っ
た
厳
し

い
環
境
は
、
Ｊ
Ｆ
枕
崎
市
も
例
外
で
は
な
い
。
さ
ら
に
海
外
巻
き
網
漁
業
の
台
頭
、
繰
り
返
す
減

船
で
危
機
的
状
況
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
業
を
残
し
た
い
」「
先

人
た
ち
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
を
無
駄
に
で
き
な
い
」—

—

そ
ん
な
熱
い
思
い
か
ら
、
カ
ツ

オ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

J F 枕 崎 市

　カツオ一本釣り漁業を守る！
編 集 部
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の
グ
ラ
フ
は
Ｊ
Ｆ
職
員
の
知
恵
と
努
力
が
あ
る
こ

と
を
も
示
し
て
い
る
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、
特
三
漁
港
を
強
み
と
し
た
輸

入
だ
。
一
本
釣
り
漁
業
の
先
行
き
を
懸
念
し
た
Ｊ

Ｆ
枕
崎
市
。
枕
崎
市
に
は
日
本
一
の
生
産
量
を
誇

る
カ
ツ
オ
節
加
工
工
場
が
あ
る
。
地
域
の
工
場
の

た
め
に
も
水
揚
げ
を
減
ら
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
一
九
八
五
年
、
外
港
荷
捌
き
施
設
の
完
成
を

き
っ
か
け
に
海
外
巻
き
網
漁
船
の
受
け
入
れ
を
、

一
九
九
三
年
に
は
市
内
五
カ
所
の
冷
蔵
庫
が
保ほ

税ぜ
い

上う
わ

屋や

に
指
定
さ
れ
、
輸
入
の
取
り
扱
い
を
開
始
。

枕
崎
漁
港
は
国
際
貿
易
港
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み

出
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
水
揚
げ
量
が
安
定
し

て
増
加
し
て
き
た
の
だ
。
伝
統
の
カ
ツ
オ
一
本
釣

り
漁
法
を
大
切
に
す
る
か
ら
こ
そ
、
海
外
巻
き
網

や
輸
入
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
選
択
を
し
て
き
た

Ｊ
Ｆ
の
苦
労
が
報
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

「
ぶ
え
ん
鰹
」
の
誕
生

海
外
巻
き
網
漁
業
か
ら
の
カ
ツ
オ
を
取
り
扱
う

こ
と
で
、
一
本
釣
り
カ
ツ
オ
の
差
別
化
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
た
。
水
揚
げ
し
た
と
き
こ
そ
、
巻
き

網
と
一
本
釣
り
の
カ
ツ
オ
は
全
然
違
う
も
の
の
、

れ
て
い
る
の
が
枕
崎
市
だ
。

特
三
と
漁
業
者
自
身
に
よ
る
一
貫
体
制

Ｊ
Ｆ
枕
崎
市
は
、
一
九
四
九
年
に
設
立
さ
れ
、

現
在
、
総
組
合
員
数
九
九
四
人
を
抱
え
て
い
る
。

そ
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
明
治
四
十
二
（
一

九
〇
九
）
年
、
カ
ツ
オ
を
取
る
帆
船
を
主
と
し
た

漁
業
組
合
が
起
源
だ
と
い
う
。
事
務
所
の
ほ
か
荷

捌
き
所
三
カ
所
、製
氷
貯
氷
施
設
、冷
凍
冷
蔵
施
設
、

給
油
施
設
、
総
合
加
工
場
に
加
え
自
営
船
（
遠
洋

カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
船
四
九
九
ト
ン
）
二
隻
を
所

有
す
る
。
漁
業
者
自
身
が
漁
労
か
ら
加
工
、
流
通

販
売
ま
で
一
貫
体
制
を
と
っ
て
い
る
の
が
大
き
な

特
徴
だ
。
枕
崎
漁
港
は
一
九
六
九
年
と
早
い
時
期

に
特
定
第
三
種
漁
港（
特
三
漁
港
）の
指
定
を
受
け
、

国
か
ら
遠
洋
・
沖
合
漁
業
の
拠
点
港
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
た
。
二
〇
一
〇
年
の
総
水
揚
げ
量
は
九

万
六
九
〇
六
ト
ン
、
金
額
は
一
一
三
億
三
一
二
万

円
。
こ
こ
数
年
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
設

立
当
時
か
ら
の
水
揚
げ
量
グ
ラ
フ
は
ほ
ぼ
右
肩
上

が
り
だ
。
枕
崎
漁
港
に
水
揚
げ
す
る
遠
洋
カ
ツ
オ

一
本
釣
り
漁
船
は
二
〇
〇
七
年
の
一
八
隻
か
ら
昨

年
五
隻
へ
と
大
幅
に
減
少
し
た
が
、
右
肩
上
が
り
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だ
。
二
〇
〇
五
年
六
月
、
枕
崎
市
恒
例
の
「
か
つ
お

ま
つ
り
」
で
初
売
り
さ
れ
た
。
二
日
間
で
一
五
〇
キ

ロ
を
売
り
さ
ば
く
ほ
ど
、
大
好
評
だ
っ
た
と
い
う
。

同
年
十
一
月
に
は
鹿
児
島
県
水
産
物
品
評
会
で
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
。
翌
二
〇
〇
六
年
に
は
農
林
水

産
祭
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
輝
い
た
。

Ｊ
Ｆ
内
の
有
志
で
「
チ
ー
ム
ぶ
え
ん
」
を
つ
く

り
、
市
内
だ
け
で
は
な
く
鹿
児
島
県
内
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
も
参
加
し
、
試
食
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
展

開
す
る
。
市
内
小
学
校
の
校
外
授
業
に
も
力
を
入

え
ん
鰹
」
で
あ
る
。

二
〇
〇
五
年
三
月
三
十
日
、
全
国
で
初
め
て
一

本
釣
洋
上
活
け
締
め
カ
ツ
オ
が
枕
崎
漁
港
へ
水
揚

げ
さ
れ
た
。
そ
の
身
質
の
特
徴
は
、
ピ
ン
ク
色
に

近
い
鮮
や
か
な
赤
身
で
、
血
生
臭
さ
が
無
く
、
色

持
ち
が
良
い
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、
モ
チ
モ
チ
と

し
た
歯
ご
た
え
が
す
ご
い
。
モ
チ
モ
チ
感
は
、
寿

司
で
一
貫
何
千
円
も
す
る
高
級
ク
ロ
マ
グ
ロ
と
比

べ
て
も
遜
色
な
い
ほ
ど
だ
。
試
食
し
て
み
て
「
目

か
ら
う
ろ
こ
」
と
は
こ
の
こ
と
だ
と
感
じ
た
。
カ

ツ
オ
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
新
し
た
。
カ
ツ
オ
特
有
の

臭
み
が
な
い
こ
と
は
、
魚
通
に
は
物
足
り
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
、
カ
ツ
オ
本
来
の
旨
味
は

豊
潤
で
、「
魚
は
生
臭
い
か
ら
嫌
い
」
と
い
う
ひ
と

で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
は
ず
だ
。

「
チ
ー
ム
ぶ
え
ん
」
の
挑
戦

こ
の
洋
上
活
け
締
め
カ
ツ
オ
は
初
水
揚
げ
翌
日

に
行
っ
た
試
食
会
で
も
絶
賛
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｆ
枕
崎
市

は
ブ
ラ
ン
ド
化
を
決
め
、
名
前
を
一
般
公
募
し
た
。

応
募
総
数
三
七
〇
点
の
中
か
ら
「
ぶ
え
ん
鰹
」
と
命

名
。「
ぶ
え
ん
」
と
は
「
無
塩
が
な
ま
っ
た
」
地
元

の
方
言
で
、
塩
を
使
っ
て
い
な
い
新
鮮
な
魚
の
意
味

た
た
き
に
加
工
さ
れ
て
パ
ッ
ク
詰
め
に
な
っ
て
し

ま
う
と
、
見
た
目
で
は
消
費
者
に
は
そ
の
違
い
が

分
か
ら
な
く
な
る
。
当
然
、
安
い
ほ
う
が
売
れ
る
。

従
来
の
Ｂ
１
（
ブ
ラ
イ
ン
一
級
）
カ
ツ
オ
を
な
ん

と
か
ブ
ラ
ン
ド
化
で
き
な
い
か
。
そ
こ
に
は
、
一

本
釣
り
カ
ツ
オ
を
広
め
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
、

三
五
〇
年
間
一
本
釣
り
漁
業
を
守
り
つ
な
い
で
き

た
先
人
た
ち
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

試
行
錯
誤
の
末
に
見
つ
け
た
の
が
、
船
上
で
の

活
け
締
め
だ
っ
た
。
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
船
が
カ

ツ
オ
の
群
れ
を
見
つ
け
る
と
、
一
斉
に
海
に
釣
り

竿
が
放
た
れ
る
。
息
を
つ
く
間
も
な
い
ほ
ど
、
豪

快
に
カ
ツ
オ
が
釣
り
上
げ
ら
れ
、
空
中
で
外
れ
て

シ
ー
ト
に
落
ち
、
生
き
た
ま
ま
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

で
運
ば
れ
る
。
そ
の
ま
ま
マ
イ
ナ
ス
二
〇
℃
の
ブ

ラ
イ
ン
溶
液
（
高
濃
度
の
塩
水
）
へ
投
入
さ
れ
急

速
凍
結
さ
れ
る
の
が
Ｂ
１
カ
ツ
オ
だ
。
生
き
た
ま

ま
瞬
間
的
に
凍
結
さ
れ
て
い
る
た
め
、
驚
い
た
よ

う
に
ぱ
っ
く
り
と
大
き
く
口
を
開
け
て
い
る
の
が

特
徴
。
こ
れ
に
漁
師
が
ひ
と
手
間
か
け
、
コ
ン
ベ

ア
か
ら
選
ん
だ
型
の
良
い
カ
ツ
オ
を
一
尾
ず
つ
抜

き
取
り
、
活
け
締
め
機
で
エ
ラ
の
上
部
を
一
突
き

し
、血
抜
き
し
た
後
、急
速
凍
結
し
た
も
の
が
「
ぶ
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を
守
る
」
こ
と
。
ぶ
え
ん
鰹
だ
け
で
は
な
く
、
生

産
の
主
流
を
占
め
て
い
る
Ｂ
１
カ
ツ
オ
の
商
品
開

発
に
も
余
念
が
な
い
。同
Ｊ
Ｆ
の
直
売
所
に
は
、「
ぶ

え
ん
鰹
（
生
食
用
）」「
炭
火
焼
鰹
タ
タ
キ
」「
か
つ

お
の
角
煮
」
と
い
っ
た
定
番
も
の
か
ら
「
枕
崎
か

つ
お
ユ
ッ
ケ
」「
腹
身
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ジ
ル
漬
け
」

「
枕
崎
か
つ
お
餃
子
」
な
ど
、
見
慣
れ
な
い
製
品
が

並
ぶ
。
ど
れ
も
Ｊ
Ｆ
枕
崎
の
総
合
加
工
場
で
開
発・

商
品
化
さ
れ
た
も
の
で
、
本
当
に
お
い
し
い
カ
ツ

オ
を
食
べ
て
き
た
ひ
と
た
ち
に
し
か
作
れ
な
い
、

美
味
で
優
れ
た
製
品
ば
か
り
だ
。
売
れ
行
き
も

上
々
。
中
で
も
ハ
ラ
ミ
系
の
製
品
は
市
内
で
爆
発

的
に
売
れ
て
い
る
と
い
う
。
工
場
長
の
俵た

わ
ら
つ
み
た

積
田
剛ご

う

氏
は
「
ハ
ラ
ミ
だ
け
売
れ
て
も
困
る
ん
で
す
よ
、

本
体
が
売
れ
な
い
と
」
と
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ

る
。

「
ぶ
え
ん
鰹
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
挑
戦
の

気
持
ち
が
生
ま
れ
た
」
と
語
る
の
は
、
営
業
一
筋
、

特
販
課
の
揚あ

げ
の野
功い

さ
お

課
長
。「
商
品
開
発
し
て
い
て

楽
し
い
。職
員
の
好
奇
心
が
湧
い
て
く
る
」の
だ
と
。

「
一
本
釣
り
カ
ツ
オ
の
価
値
を
分
か
っ
て
ほ
し

い
。
そ
し
て
適
正
価
格
で
買
っ
て
食
べ
て
も
ら
え

た
ら
」。白
窪
参
事
か
ら
本
音
が
ポ
ロ
っ
と
漏
れ
た
。

れ
て
い
る
。
小
学
生
を
Ｊ
Ｆ
に
招
き
、
施
設
見
学
、

自
前
の
ビ
デ
オ
で
の
学
習
と
ぶ
え
ん
鰹
の
試
食
を

行
う
。
子
供
た
ち
は
み
な
、
喜
ん
で
カ
ツ
オ
を
食

べ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
Ｊ
Ｆ
主
催
の
「
枕
崎

ぶ
え
ん
祭
り
」
や
、
地
元
と
協
力
し
て
「
ぶ
え
ん

鰹
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」、
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
な

ど
も
行
っ
て
い
る
。「
ま
ず
、食
べ
て
も
ら
う
こ
と
。

そ
れ
が
魚
食
普
及
に
つ
な
が
る
」
と
森も

り
こ
う
さ
く

康
作
総
務

部
次
長
は
目
を
細
め
る
。
チ
ー
ム
ぶ
え
ん
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ブ
エ
ン
マ
ン
」
を
生
み

出
し
、
ブ
ロ
グ
上
で
ア
ニ
メ
動
画
の
公
開
も
始
め

た
。
自
主
製
作
だ
け
に
元
手
は
ゼ
ロ
。
三
五
〇
年

と
い
う
歴
史
と
、
若
い
力
が
結
集
し
た
賜
物
だ
。

「
ぶ
え
ん
鰹
」
は
、
手
間
も
コ
ス
ト
も
か
か
る
。

そ
れ
で
も
カ
ツ
オ
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
世
界

に
広
め
た
い
。
だ
か
ら
Ｊ
Ｆ
枕
崎
市
は
、
ぶ
え
ん

鰹
の
価
格
を
固
定
し
て
買
い
上
げ
漁
業
者
を
支
え

て
い
る
。
白し

ら
く
ぼ窪
義よ

し
ひ
ろ広
参
事
は
「
高
く
て
も
、
消
費

者
の
満
足
感
が
あ
る
か
ら
」
と
胸
を
張
る
。

カ
ツ
オ
一
本
釣
り
を
守
る

Ｊ
Ｆ
枕
崎
市
の
真
の
願
い
は
「
一
本
釣
り
カ
ツ

オ
を
広
め
る
」
こ
と
と
「
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
漁
業
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か
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
四
角
い
お
魚
は
ヨ
ロ
ヨ
ロ

と
な
り
な
が
ら
も
頑
張
っ
て
泳
い
で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
今
度
は
タ
イ
く
ら
い
の
お
魚
が
ド
ン
。
四

角
い
お
魚
は
、
ま
た
ヨ
ロ
ヨ
ロ
。
こ
れ
の
繰
り
返

し
。
実
は
こ
の
四
角
い
お
魚
が
さ
か
な
ク
ン
の
頭

に
の
っ
て
い
る
「
ハ
コ
フ
グ
」
な
ん
で
す
。

そ
の
時
、
思
い
ま
し
た
。「
こ
の
四
角
い
お
魚

は
可
愛
い
だ
け
じ
ゃ
な
い
。何
度
も
ぶ
つ
か
っ
て
、

よ
ろ
け
て
も
一
生
懸
命
泳
い
で
い
る
」。
一
途
に

頑
張
っ
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
感
動

—
—

さ
か
な
ク
ン
と
魚
の
出
会
い
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

は
い
！　
小
さ
い
と
き
に
福
島
県
小
名
浜
へ
家

族
で
旅
行
に
出
か
け
た
時
。
魚
屋
さ
ん
の
大
き
な

水
槽
に
握
り
こ
ぶ
し
ほ
ど
の
四
角
い
お
魚
が
泳
い

で
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。「
小
さ
い
鰭ひ

れ

を
パ
タ

パ
タ
さ
せ
て
、
目
を
く
る
く
る
さ
せ
て
、
な
ん
て

か
わ
い
い
ん
だ
ろ
う
」と
水
槽
を
眺
め
て
い
る
と
、

突
然
大
き
な
お
魚
が
ド
ン
と
四
角
い
お
魚
に
ぶ
つ

さ
か
な
ク
ン 
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

さかなクン
＜略歴＞
水産庁・水産政策審議会特別委員（元）
日本魚類学会会員
ＪＦ全漁連・魚食普及委員
よしもとおもしろ水族館研究員　ほか

お魚の豊富な知識と経験に裏付けされ
たお話しや、そのキャラクターが幼児
からお茶の間まで大人気のさかなクン。
子どもたちを中心に魚や海・自然への
興味を引き出し、漁業や魚食と環境保
全への理解が増すよう、さかなクンら
しいカリキュラムを組み全国規模で講
演を行っております。

さ
か
な
ク
ン

■ 

東
京
海
洋
大
学
客
員
准
教
授
、
農
林
水
産
省
お
魚
大
使
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よ
」
と
い
う
一
言
、
も
の
す
っ
ギ
ョ
く
ホ
ッ
と
し

ま
し
た
。で
も
、施
設
は
海
の
目
の
前
だ
っ
た
た
め
、

ほ
と
ん
ど
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

—
—

さ
か
な
ク
ン
と
被
災
地
と
の
関
わ
り
は
あ
り

ま
す
か
？

毎
年
の
よ
う
に
現
地
へ
お
伺
い
し
て
、
漁
船
に

乗
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
美
味
し
い
も
の
を
ご
馳

走
に
な
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
漁
業
に
つ
い
て
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
り
と
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

方
々
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

岩
手
県
久
慈
市
の
水
族
館
「
も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
」

で
は
、
さ
か
な
ク
ン
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
夏
に
催
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
年
は
七
年
目
の
開
催
予

定
で
し
た
。
久
慈
の
皆
さ
ま
に
は
家
族
の
よ
う
に

接
し
て
い
た
だ
い
て
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。

—
—

被
災
地
へ
は
行
き
ま
し
た
か
？

地
震
か
ら
約
一
カ
月
後
に
岩
手
県
久
慈
市
へ
、

が
あ
っ
て
「
ハ
コ
フ
グ
」
と
常
に
一
緒

に
、
お
魚
の
魅
力
を
皆
さ
ま
と
共
感
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

—
—

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
の

時
、
ど
こ
に
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
思
い
ま
し
た
か
。

は
い
。
テ
レ
ビ
の
撮
影
で
沖
縄
本
島

に
い
ま
し
た
。
撮
影
の
合
間
に
ス
タ
ッ

フ
の
方
か
ら
地
震
の
こ
と
を
聞
き
、
東

北
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
の
お

顔
が
次
々
と
頭
に
浮
か
ん
で
き
て
、
心

配
で
た
ま
ら
な
い
気
持
で
し
た
。

急
い
で
皆
さ
ま
に
連
絡
を
取
ろ
う
と

電
話
を
し
ま
し
た
が
、
全
く
連
絡
が
つ

か
ず
何
度
も
何
度
も
連
絡
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
岩
手
県
久
慈
市
に
あ
る
「
も
ぐ
ら

ん
ぴ
あ
」
と
い
う
水
族
館
の
宇
部
さ
ん

と
連
絡
が
取
れ
、「
み
ん
な
無
事
で
す
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日
本
で
は
約
四
〇
〇
〇
種
の
お
魚
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
実
に
多
種
多
彩
で
ギ
ョ
ざ
い
ま
す
ね
！

日
本
各
地
で
漁
師
さ
ん
の
船
に
乗
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
漁
業
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
時
に
は
ひ
と
つ
の
網
に
七
〇
〜
八

〇
種
類
の
お
魚
が
か
か
る
時
も
あ
り
ま
す
。た
だ
、

仕
分
け
し
て
い
く
と
規
格
外
で
値
が
付
か
な
い
お

魚
や
肥
料
に
な
る
お
魚
、
そ
し
て
な
ん
と
廃
棄
物

と
な
っ
て
し
ま
う
お
魚
が
実
に
多
い
こ
と
に
シ
ョ

ッ
ク
で
悲
し
く
な
り
ま
す
。
輸
入
し
た
お
魚
も
美

味
し
い
で
す
が
、
日
本
で
取
れ
た
近
海
魚
は
種
類

が
豊
富
で
そ
れ
ぞ
れ
旬
が
あ
り
、
新
鮮
で
と
っ
て

も
美
味
し
い
で
す
よ
ね
。
日
本
の
お
魚
を
も
っ
と

大
事
に
す
れ
ば
日
本
の
漁
師
さ
ん
も
お
魚
た
ち
も

幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。

鳥
の
さ
え
ず
り
、
心
地
よ
い
風—

—

。
普
段
の
何

気
な
い
一
つ
一
つ
に
目
を
向
け
て
、
み
ん
な
で
共

感
で
き
れ
ば
お
互
い
に
頑
張
れ
ま
す
！

人
は
五
感
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
小

さ
い
子
は
元
気
で
、
可
愛
い
姿
そ
の
ま
ま
で
周
り

を
温
か
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
年
代
・
立
場
・
職
業
の
方
々
も
一
人
ひ
と
り

素
晴
ら
し
い
役
割
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

大
き
な
こ
と
を
や
ら
な
い
と
い
け
な
い—

—

と

考
え
ず
に
、
す
ぐ
目
の
前
の
自
分
に
で
き
る
範
囲

の
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
け
ば
、
き
っ
と
大
き

な
輪
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
か
な
ク
ン
も
魚
の
魅
力
と
感
動
を
絵
や
お
話

で
表
現
し
て
皆
さ
ま
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
自
分

の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ん
と
感
動
・
喜
び
・
幸
せ
を
共
感
し
て
い
き
た
い

で
す
。

日
本
の
漁
業
に
つ
い
て

—
—

現
在
の
日
本
漁
業
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

思
い
ま
す
か
？

そ
の
数
日
後
に
、
宮
城
県
南
三
陸
町
を
訪
ね
ま
し

た
。岩

手
県
で
は
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校
、

中
学
校
の
六
校
を
訪
ね
て
、
Ｊ
Ｆ
の
方
々
と
漁
師

さ
ん
に
も
お
会
い
し
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
ま

た
、
宮
城
県
で
は
、
南
三
陸
町
の
佐
藤
仁
町
長
や

町
の
総
合
体
育
館
ベ
イ
サ
イ
ド
ア
リ
ー
ナ
、
自
然

の
家
な
ど
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
に
も
お
会
い
し
て

き
ま
し
た
。

港
な
ど
で
壊
れ
て
し
ま
っ
た
建
物
を
見
て
、
と

て
も
切
な
く
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
小
さ
い
子
、
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
皆
さ
ん
に
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て

温
か
い
笑
顔
で
迎
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
逆

に
自
分
が
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

—
—

被
災
地
の
復
興
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
期
待
し
ま
す
か
？　

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
？

「
生
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
何
に
も
変
え
ら

れ
な
い
大
事
な
こ
と
。
太
陽
の
輝
き
、
波
の
音
、
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し
い
お
言
葉
と
と
も
に

募
金
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
活
動
は
自

分
に
と
っ
て
貴
重
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
お
魚
に
触

れ
る
喜
び
や
嬉
し
さ
、

漁
師
さ
ん
や
お
魚
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
皆
さ

ん
と
共
感
で
き
れ
ば
、

す
っ
ギ
ョ
く
幸
せ
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、

お
魚
の
魅
力
、
素
晴
ら

し
さ
を
大
好
き
な
絵
で

表
現
し
、
機
会
を
い
た

だ
け
れ
ば
新
聞
や
テ
レ

ビ
、
ニ
ュ
ー
ス
、
本
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で

ど
ん
ど
ん
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う

ギ
ョ
ざ
い
ま
し
た
！

—
—

ど
う
し
た
ら
、
日
本
漁
業
は
よ
く
な
る
と
思

い
ま
す
か
？

漁
師
さ
ん
の
お
仕
事
は
自
然
の
中
で
何
か
が
起

き
た
ら
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
常
に
危
険
と

隣
り
合
わ
せ
で
す
。
時
に
は
、
海
が
荒
れ
て
い
る

中
、
沖
ま
で
お
仕
事
に
出
ら
れ
る
時
も
！　
お
魚

も
一
生
懸
命
生
き
て
、
漁
師
さ
ん
も
一
生
懸
命
お

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
美
味
し
い
お
魚

を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
喜
び
、
感
謝
す
る
気
持
ち

を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

海
に
囲
ま
れ
た
日
本
の
種
類
豊
富
な
お
魚
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
食
文
化
、
多
彩
な
四
季
が
あ
り

ま
す
。
住
ん
で
い
る
土
地
の
も
の
や
旬
の
も
の
を

大
事
に
食
べ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
す
と
、
ど
ん
ど

ん
良
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

—
—

さ
か
な
ク
ン
の
夢
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

J
F
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ま
の
「
が
ん
ば
れ
漁

業
募
金
」
に
た
く
さ
ん
の
方
々
と
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
勢
の
方
々
に
お
優
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さ
か
な
び
と

さ
か
な
び
と
海
で
生
き
る

第
一
回市

民
と
つ
な
が
る
若
手
定
置
網
漁
師

あ
や
か
水
産
代
表
・
綾
香
良
浩
さ
ん

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
　
眞
鍋
じ
ゅ
ん
こ

長
崎
県
の
北
西
部
に
浮
か
ぶ
平
戸
島
は
、
江

戸
時
代
に
日
本
初
の
貿
易
港
と
し
て
、
オ
ラ
ン

ダ
貿
易
の
中
心
と
な
っ
た
歴
史
深
い
土
地
だ
。

平
戸
城
址
や
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
な
ど
を
目
当
て
に
、
観
光
客
が
多
く
訪

れ
る
が
、
島
の
西
側
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
人
気

ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。
観
光
定
置
網
体
験
だ
。

漁
師
と
し
て
夢
中
な
こ
と
は
？

「
今
は
米
を
売
る
こ
と
で
す
」

主
催
す
る
の
は
、地
元
漁
師
の
あ
や
か
水
産
。

三
年
前
に
四
代
目
を
継
い
だ
綾
香
良
浩
さ
ん

（
三
六
歳
）
を
訪
ね
た
。

取
材
前
に
電
話
で
お
話
を
伺
う
と
、
良
浩
さ

ん
は
漁
業
の
他
に
も
、
長
崎
県
県
北
地
区
漁
業

士
会
副
会
長
、
平
戸
市
地
域
資
源
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
委
員
、
地
元
中
学
校
の
評
議
委
員
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る
と
い
う
。
あ
ま

り
に
も
範
囲
が
広
い
の
で
、
質
問
を
変
え
て
み

た
。

「
で
は
そ
の
中
で
、
今
一
番
入
れ
込
ん
で
い
る

の
は
何
で
す
か
？
」

す
る
と
予
想
外
の
返
事
が
返
っ
て
来
た
。

「
そ
う
で
す
ね
、
米
を
売
る
こ
と
か
な
」

漁
師
が
米
を
売
る
？　
こ
の
謎
の
言
葉
を
胸

に
、
島
に
向
か
っ
た
。

観
光
定
置
網
漁
体
験
に
忍
ば
せ
た

後
継
者
育
成
の
願
い

平
戸
到
着
の
翌
朝
、白
石
漁
港
に
向
か
っ
た
。

観
光
定
置
網
漁
船
に
乗
せ
て
も
ら
う
た
め
だ
。

現
在
で
は
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
一
〇

年
前
に
良
浩
さ
ん
の
父
親
綾
香
良
一
さ
ん
（
六

三
歳
）
が
始
め
た
時
に
は
、
草
分
け
的
存
在
だ

っ
た
。
遊
漁
船
仕
様
の
船
を
新
造
し
手
続
き
も

煩
雑
、
実
現
に
は
随
分
手
間
が
か
か
っ
た
と
、

良
一
さ
ん
は
い
う
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
こ
の
体
験
は
人
気
を
呼

び
、
団
体
予
約
や
リ
ピ
ー
タ
ー
客
も
多
い
。

午
前
六
時
、
集
合
。
地
元
の
親
子
連
れ
団
体

客
と
一
緒
に
、船
に
乗
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

乗
船
に
先
立
っ
て
、
父
親
の
良
一
さ
ん
が
、

挨
拶
と
説
明
を
行
う
。

「
こ
の
漁
業
体
験
は
、
皆
さ
ん
に
漁
業
や
こ
の

海
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
始
め
ま
し

た
。
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
」
と
、父
は
続
け
る
。

「
将
来
若
い
人
が
漁
業
を
し
た
く
な
る
き
っ
か
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海で生きるさかなびとさかなびと

け
づ
く
り
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
」

聞
け
ば
実
際
に
二
人
の
青
年
が
、
地
元
で
漁

師
に
な
っ
た
と
い
う
。
手
間
を
か
け
て
始
め
た

事
業
は
、
単
な
る
船
遊
び
の
提
供
で
は
な
く
、

大
い
な
る
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
。

着
慣
れ
な
い
救
命
胴
衣
を
身
に
つ
け
て
、
緊

張
気
味
の
乗
客
た
ち
も
、
漁
場
に
到
着
し
て
乗

組
員
に
教
え
ら
れ
た
通
り
に
網
を
引
き
上
げ
る

と
、
声
が
上
が
り
始
め
た
。

「
わ
あ
、ト
ビ
ウ
オ
っ
て
胸
び
れ
が
き
れ
い
！
」

「
イ
カ
が
泳
ぐ
姿
、
初
め
て
見
た
！
」

網
の
中
で
跳
ね
る
魚
介
を
タ
モ
で
す
く
い
、

カ
ゴ
に
広
げ
て
仕
分
す
る
。
あ
や
か
水
産
は
こ

れ
を
一
度
で
は
な
く
、
大
小
四
カ
所
の
網
を
引

く
。
結
構
長
い
体
験
な
の
だ
。

二
度
目
以
降
は
、
客
た
ち
も
勝
手
が
わ
か
っ

て
仕
分
に
専
念
す
る
人
、
家
族
の
写
真
撮
影
に

夢
中
な
人
、熱
心
に
魚
を
す
く
い
続
け
る
人
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
で
時
を
過
ご
し
た
。

帰
港
後
は
、
岸
辺
の
食
堂
で
取
れ
た
て
魚
を

炭
焼
き
し
、
刺
し
身
と
み
そ
汁
の
朝
食
を
い
た

だ
く
。
自
分
た
ち
が
取
っ
て
来
た
ば
か
り
の
魚

が
、
目
の
前
で
食
べ
も
の
に
変
わ
る
よ
う
に
、

大
人
も
子
ど
も
も
、
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
。
何
よ

り
こ
の
海
の
豊
穣
さ
に
も
、
驚
か
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
こ
の
食
堂
は
、
母
親
の
清
子
さ
ん

が
経
営
し
て
い
る
。
土
日
の
昼
時
に
は
大
賑
わ

い
の
人
気
店
で
、
料
金
は
二
一
〇
〇
円
。
山
盛

り
の
取
れ
た
て
魚
介
の
刺
し
身
付
き
で
、
ご
飯

や
み
そ
汁
は
も
と
よ
り
、
大
皿
に
盛
ら
れ
た
地

元
野
菜
や
魚
介
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
を

食
べ
放
題
と
い
う
、
太
っ
腹
の
店
だ
。
清
子
さ

ん
と
近
所
の
主
婦
た
ち
で
調
理
す
る
だ
け
あ
っ

て
、
そ
の
名
も
「
母か

か

の

て

々
の
手
」
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市
会
議
員
に
食
堂
経
営

一家
揃
っ
て
元
気
が
み
な
ぎ
る

漁
の
後
、
調
理
場
に
入
っ
て
魚
を
さ
ば
く
父

親
の
良
一
さ
ん
は
、
実
は
Ｊ
Ｆ
中
野
組
合
長
で

あ
り
平
戸
市
会
議
員
で
も
あ
る
。
揃
い
も
揃
っ

て
大
活
躍
の
家
族
な
の
で
あ
る
。

父
を
評
し
て
良
浩
さ
ん
は
、「
お
も
し
ろ
い

人
で
す
よ
。
厳
し
い
け
ど
」と
い
っ
て
笑
っ
た
。

良
浩
さ
ん
は
五
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
こ
の

地
に
生
ま
れ
た
。
父
に
よ
れ
ば
、「
漁
師
に
さ

せ
る
た
め
に
小
さ
い
時
か
ら
洗
脳
し
て
い
た
」。

何
よ
り
良
浩
さ
ん
の
根
底
に
育
ま
れ
た
の

は
、
家
族
へ
の
思
い
や
り
だ
ろ
う
。
長
男
と
し

て
弟
た
ち
の
面
倒
を
見
て
守
る
こ
と
を
叩
き
込

ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
い
つ
し
か
、
皆
を

見
守
る
度
量
の
大
き
さ
や
強
い
リ
ー
ダ
ー
性
と

し
て
開
花
す
る
。
良
浩
さ
ん
自
身
が
何
度
か
口

に
し
た
言
葉
が
、
そ
れ
を
物
語
る
。

「
僕
は
ね
、
い
つ
も
自
分
だ
け
が
幸
せ
に
な
っ

て
は
い
け
な
い
気
が
し
て
い
る
ん
で
す
」

市
民
グ
ル
ー
プ
と
交
流
し

町
お
こ
し
を
楽
し
む

と
は
い
え
、
良
浩
さ
ん
も
最
初
か
ら
跡
取
り

模
範
生
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
「
ど
う

せ
最
後
に
は
継
ぐ
の
だ
か
ら
」
と
、
学
生
時
代
ま

で
は
漁
業
の
手
伝
い
も
熱
心
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
元
気
過
ぎ
て
、
高
校
は

二
年
遅
れ
で
卒
業
」と
良
浩
さ
ん
は
苦
笑
す
る
。

そ
し
て
一
九
歳
に
し
て
元
同
級
生
と
結
婚
、

出
産
。
親
に
と
っ
て
は
ハ
ラ
ハ
ラ
の
半
生
だ
。

と
こ
ろ
が
「
結
婚
が
か
え
っ
て
よ
か
っ
た
ん

で
す
ね
。
家
族
が
で
き
た
こ
と
で
腹
を
く
く
れ

ま
し
た
」
と
本
人
の
言
う
通
り
、
親
の
「
漁
師

に
な
れ
」
と
い
う
洗
脳
が
、一
気
に
開
花
す
る
。

父
親
も
六
〇
歳
を
機
に
あ
や
か
水
産
を
息
子

に
譲
り
、
良
浩
さ
ん
は
三
三
歳
に
し
て
責
任
を

一
手
に
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

「
ま
じ
め
に
努
力
す
れ
ば
飯
は
食
べ
て
い
け

る
」
と
い
う
父
の
言
葉
を
胸
に
、
良
浩
さ
ん
は

正
月
と
盆
以
外
、
ほ
と
ん
ど
無
休
だ
。「
従
業

員
は
休
ま
せ
て
も
、
自
分
が
休
む
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
」
と
こ
の
若
社
長
は
い
う
。
そ
し
て

「
む
し
ろ
定
置
網
漁
で
安
定
収
入
を
得
て
、
漁

業
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
れ
ば
、
や
り
甲
斐
の
あ
る
良
い
仕
事
で
す
」

良
浩
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
頭
の
中
に
い
ろ
ん

な
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
浮
か
ぶ
ん
で
す
」

そ
れ
を
整
理
し
て
実
現
可
能
だ
と
感
じ
た

ら
、
即
実
行
。
二
八
歳
で
J
F
青
年
部
の
会

長
に
就
任
し
、
J
F
青
年
部
の
婚
活
パ
ー
テ

ィ
を
は
じ
め
、
冒
頭
に
上
げ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
繰
り
出
す
の
だ
っ
た
。

「
僕
自
身
は
、
何
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
周
り
の

人
が
勘
違
い
し
て
期
待
し
て
く
れ
る
。
す
る
と
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海で生きるさかなびとさかなびと

た
と
え
ば
春
の
潮
干
狩
り
大
会
。
こ
れ
ま
で

は
Ｊ
Ｆ
青
年
部
が
主
催
し
て
い
た
。
今
年
は
わ

ら
く
の
会
の
仲
間
が
協
力
し
て
、
お
客
を
楽
し

ま
せ
る
ス
テ
ー
ジ
公
演
を
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ

る
み
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
大
い
に
盛
り
上
げ
た

の
だ
。
そ
の
中
心
は
、
も
ち
ろ
ん
良
浩
さ
ん
。

「
自
分
は
何
も
で
き
な
い
ん
で
す
。
周
り
の
人

た
ち
が
、
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
だ
け
で
」
と
し

き
り
に
謙
遜
す
る
が
、
面
々
は
楽
し
そ
う
。

あ
る
女
性
が
い
う
。「
私
は
ス
タ
ッ
フ
数
十

人
分
の
弁
当
を
任
さ
れ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
要

員
や
材
料
な
ど
心
細
い
部
分
を
、
綾
香
さ
ん
は

『
ど
う
で
す
か
？
』
と
、
そ
っ
と
声
を
か
け
て

く
れ
ま
し
た
」
と
心
配
り
を
嬉
し
く
思
う
。

綾
香
さ
ん
と
一
緒
に
い
る
と
、
何
だ
か
面
白

い
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
期
待
を
裏
切
ら
な

い
。
そ
ん
な
思
い
が
皆
を
引
き
寄
せ
る
の
だ
。

「
米
販
売
に
夢
中
」の
謎
の
答
え
を

精
米
所
と
棚
田
に
見
つ
け
た

翌
日
、
良
浩
さ
ん
は
島
の
内
陸
部
を
車
で
案

内
し
て
く
れ
た
。
そ
こ
は
見
渡
す
限
り
の
丘
陵

地
に
棚
田
が
広
が
っ
て
い
た
。

「
こ
の
島
の
漁
師
は
、
半
農
半
漁
が
多
い
ん
で

す
。
う
ち
の
田
ん
ぼ
も
こ
の
辺
で
す
」
と
、
良

浩
さ
ん
。

地
元
の
精
米
所
を
営
む
永
田
昇
治
さ
ん
に
会
っ

た
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
島
で
は
牛
を
飼
い
、
堆

肥
で
う
ま
い
米
を
作
る
農
家
が
ま
だ
あ
り
ま
す
」

高
齢
化
が
進
み
後
継
者
不
足
の
農
家
を
激
励

し
な
が
ら
、
永
田
さ
ん
は
良
質
な
米
の
販
売
に

精
を
出
す
。
そ
の
姿
に
良
浩
さ
ん
が
共
鳴
し
た

の
だ
。

新
潟
の
こ
し
ひ
か
り
に
も
負
け
な
い
味
と
評

価
さ
れ
た
平
戸
の
有
機
栽
培
米
の
販
路
を
広
げ

ら
れ
な
い
か
。
良
浩
さ
ん
は
、
自
分
の
取
引
先

で
あ
る
寿
司
チ
ェ
ー
ン
店
な
ど
に
こ
の
平
戸
米

を
勧
め
、実
現
し
て
い
る
。
旨
い
魚
に
旨
い
米
。

平
戸
の
良
さ
を
世
間
に
じ
わ
じ
わ
と
広
め
る
の

が
、
今
の
良
浩
さ
ん
の
醍
醐
味
な
の
だ
。

「
こ
れ
も
自
分
だ
け
が
良
い
思
い
を
し
て
は
い

け
な
い
気
が
す
る
か
ら
で
す
よ
」

幾
度
と
な
く
聞
か
れ
た
良
浩
さ
ん
の
こ
の
言

葉
が
、
家
族
ど
こ
ろ
か
平
戸
の
未
来
を
大
き
く

育
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

僕
は
絶
対
そ
れ
以
上
の
結
果
を
出
し
て
や
ろ
う

っ
て
、
頑
張
っ
て
し
ま
う
の
で
す
」。

そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
、
と
、 

良
浩
さ

ん
は
こ
の
夜
、
飲
み
会
に
誘
っ
て
く
れ
た
。

集
ま
っ
た
の
は
、市
や
県
の
職
員
、商
店
主
、

飲
食
店
、
主
婦
な
ど
な
ど
。
地
元
の
さ
ま
ざ
ま

な
業
種
の
人
々
と
つ
な
が
り
を
も
っ
て
平
戸
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
、
市
民
グ
ル
ー
プ
「
わ
ら
く

の
会
」
を
立
ち
上
げ
た
の
だ
。
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前
回
、
監
事
監
査
は
「
理
事
の
職
務
の
執
行
を
監
査

す
る
」
こ
と
を
職
務
と
し
、
Ｊ
Ｆ
の
健
全
性
維
持
の
た

め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。
で
は
理
事
の
職
務
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。
理
事
の
業
務
範
囲
は
膨
大
で
す
が
、
大
ま
か
に

は
①
会
計
業
務
と
②
会
計
業
務
以
外
の
業
務
の
二
つ
に

分
類
で
き
ま
す
。

①
の
会
計
業
務
は
組
織
の
作
成
す
る
財
務
諸
表
の
作

成
業
務
で
、
そ
の
業
務
に
対
す
る
監
事
の
検
証
と
評
価

は
「
会
計
監
査
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
②
は
会
計
業
務
以

外
の
業
務
で
あ
り
、そ
の
業
務
に
対
す
る
監
事
の
検
証・

評
価
は
「
業
務
監
査
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
Ｊ
Ｆ
お
よ
び

Ｊ
Ｆ
漁
連
の
監
事
の
皆
さ
ま
は
会
計
監
査
も
業
務
監
査

も
担
当
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ｆ
の
監
事
の
皆
さ
ま
は
、
浜
で
長
年
に
わ
た
り
漁

業
に
従
事
し
、周
囲
か
ら
信
頼
さ
れ
総
会
で
推
挙
さ
れ
、

監
事
と
し
て
就
任
さ
れ
た
方
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

昨
日
ま
で
浜
で
魚
を
取
っ
て
い
た
漁
業
者
が
、突
然「
あ

な
た
は
今
日
か
ら
組
合
の
監
事
だ
」と
言
わ
れ
た
場
合
、

自
分
が
何
を
す
れ
ば
職
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
か

当
惑
す
る
の
は
当
然
で
す
。

し
か
し
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
経

験
や
専
門
的
な
知
識
の
な
い
漁
業
者
の
方
で
も
、
監
事

と
し
て
一
番
大
事
な
仕
事
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
可
能

で
す
。

個
人
的
見
解
で
す
が
、
監
事
に
と
っ
て
最
も
大
切
な

仕
事
は
、
自
分
の
組
織
の
健
全
性
に
と
っ
て
脅
威
と
な

る
重
要
で
危
険
な
事
象
（
リ
ス
ク
）
を
い
ち
早
く
発
見・

認
識
し
、
そ
れ
を
組
織
の
経
営
者
に
具
申
し
、
対
応
を

取
ら
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
も
し
経
営
者
が
監
事

の
指
摘
に
誠
実
に
対
応
し
な
い
よ
う
な
ら
ば
、
組
合
員

総
会
に
お
い
て
、
そ
の
旨
を
報
告
し
、
組
織
と
し
て
ど

う
す
べ
き
か
を
提
議
し
、
組
合
員
に
考
え
て
も
ら
う
こ

と
で
す
。Ｊ
Ｆ
と
付
き
合
い
の
長
い
漁
業
者
で
あ
れ
ば
、

組
合
の
存
続
に
影
響
を
も
た
ら
す
よ
う
な
重
大
な
脅
威

（
リ
ス
ク
）
に
対
す
る
感
性
、
す
な
わ
ち
「
危
な
い
」

と
の
勘
が
働
く
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
経
営
者
や
職

員
は
、
組
織
の
存
続
と
繁
栄
の
た
め
、
職
務
に
ま
い
進

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
時
に
は
、
そ
の
熱
心
さ
が
組
織

を
違
法
行
為
や
危
険
な
投
機
的
活
動
に
走
ら
せ
た
り
し

ま
す
。
周
り
が
見
え
な
い
状
態
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。
彼

ら
と
は
一
歩
離
れ
た
立
場
か
ら
、
常
に
注
意
深
く
経
営

者
お
よ
び
組
織
の
経
営
活
動
を
検
証
し
て
い
れ
ば
、
危

な
い
状
況
に
待
っ
た
を
か
け
、
組
織
の
危
機
を
回
避
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
初
か
ら
全
て
を
完
璧
に
調
査

し
、
理
事
の
職
務
の
適
法
性
や
妥
当
性
を
評
価
す
る
こ

と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。
ポ
イ
ン
ト
は
現
時
点
の
自
分
の

力
で
、
監
事
と
し
て
組
織
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を

考
え
る
こ
と
で
す
。

リ
ス
ク
感
性
を
働
か
せ
る
こ
と
は
新
米
の
監
事
で
も

可
能
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
は
監
事
と
し
て
の
生
命
線

で
す
。
水
戸
黄
門
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
監
事
は
組
織

の
ご
意
見
番
で
す
。

JF全国監査機構
監査委員長

近
お お み

江正
ま さ ゆ き

幸

監
事
が
注
目
す
べ
き

第一の
ポ
イ
ン
ト
は
組
織
の
リ
ス
ク

Ｊ
Ｆ
全
国
監
査
機
構
よ
り



31

共済コーナー

ぎょさい

JF 共済

「ぎょさい」と「積立ぷらす」の普遍的加入に全力
——平成23年度「ぎょさい」の事業方針

漁済連は、6 月 24 日の通常総会で平成 23 年
度事業方針を決定しました。その骨子は次のとお
りです。

東日本大震災は多くの尊い人命を奪い、太平
洋沿岸部の漁村とあらゆる水産関連施設に甚大
な被害を与えた。また、震災を起因とする福島
第一原子力発電所の事故は、漁獲物の販売や魚
価形成等に大きな影響を与えている。震災によ
る漁業被害は過去に例を見ない規模であり、著
しい損害を受けた岩手県・宮城県を中心に多額
の共済金支払いが見込まれているが、漁業の一
日も早い復興の一助となるよう、共済金の早期
支払い実現に全力を挙げることとする。

漁業共済事業は、さまざまな災害から漁業経
営を守るものとして、大きな被害が発生する度
にその果たすべき役割について注目を集めてき
たが、残念ながら今回の被災者の中にも多数の
未加入者がいたことは、漁業共済団体として
真
し ん し

摯に受け止めなければならない。

このような状況のもと、本年度から実施され
る「資源管理・漁業所得補償対策」の大きな柱
である「漁業収入安定対策事業」は、「ぎょさい」
と「積立ぷらす」の内容を大幅に拡充・強化す
るものであり、漁業共済団体がその一翼を担う
こととなった。
 「ぎょさい」と「積立ぷらす」が漁業経営対策の
根幹として明確に位置付けられた今、漁業共済団
体は、新たな全国運動「ぎょさいでぷらす！安心
経営」を軸に、「ぎょさい」と「積立ぷらす」を
全国の隅々まで浸透・定着させなければならない。
この震災による未

み ぞ う

曾有の苦難を乗り越えるため、
全国の水産関係者が一体となり英知を結集しな
くてはならないが、漁業共済団体としては「ぎょ
さい」と「積立ぷらす」の普遍的加入を早期に実
現することが、それに応える責務である。

今年度も共済事故の多発が予想されるが、常
に漁業者の目線に立ち、迅速な共済金の支払い
に努めるとともに、制度改善についても具体的
な検討を進めて行くこととする。

「すーぱーまいぷらん」、
「すーぱーまいぷらんぷらす」新登場
——2011 年7月1日よりＪＦ共済・チョコー（普通厚生共済）改正

ＪＦ共済の生命共済・チョコー（普通厚生共
済）の特別共済のうち、満期型の「マイプラン（特
別養老共済）」と終身型の「マイプランプラス（特
別終身共済）」が 2011 年７月１日より改正され、
愛称も「すーぱーまいぷらん」、「すーぱーまい
ぷらんぷらす」と一新されました。 
　従来の「マイプラン」および「マイプランプ
ラス」は健康に不安のある方でも加入できるこ
とが大きな特長でしたが、高齢化が進む中で健
康に不安を持つ方々の割合が多くなっている背
景から、今回の改正では共済掛金の変更を行わ
ずに、治療中の病気や過去に治療していた病気
への保障を充実させるとともに、加入できる対
象者を大幅に拡大し、しかも簡単な手続きで加
入できるよう制度を改めました。

新しくなった「すーぱーまいぷらん」および
「すーぱーまいぷらんぷらす」の主な特長は次
のとおりです。
１．簡単な告知でご加入できます…40 歳から

75 歳までの方で、通院中や病歴があるなど健康
に不安がある方も健康状態等の４つの質問に該
当しなければ加入できます。
２．病気での入院、手術をご加入後すぐに保障
します…これまでは加入から２年間の病気入院・
手術を保障できませんでしたが、加入からすぐ
保障できるようになりました（ただし、加入後
１年以内の病気入院・手術保障は 50％、医療共
済〈疾病入院条件付支払特約〉付加の場合）。
３．共済期間中の万一の保障額がてい増してい
きます…加入から経過年数に応じて死亡共済金
が加入額と同額まで段階的に増えていきます。
 「すーぱーまいぷらん」、「すーぱーまいぷらん
ぷらす」についてのお問い合わせは、組合また
はＪＦ共水連までお気軽にどうぞ。
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セ
ッ
ト
を
調
達
。
六
月
三
日（
金
）、

Ｊ
Ｆ
大
槌
町
（
仮
設
事
務
所
）
に

直
接
納
品
し
、
テ
ン
ト
の
設
営
講

習
を
行
っ
た
。
Ｊ
Ｆ
大
槌
町
の
倉

澤
重
司
組
合
長
は
、
海
づ
く
り
大

会
が
と
り
も
つ
縁
に
と
て
も
喜
び

「
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
。
力

及
ば
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
一

生
懸
命
や
り
た
い
」
と
語
っ
た
。

同
日
は
、
倉
澤
組
合
長
の
ほ
か
、

Ｊ
Ｆ
大
槌
町
の
職
員
が
多
く
集
ま

っ
た
。
久
し
ぶ
り
の
作
業
に
、
職

員
の
顔
に
も
笑
顔
が
戻
っ
て
い
た
。

れ
た
後
、
火
災
が
発
生
し
、
い
た

る
と
こ
ろ
に
焼
け
跡
が
残
る
。
Ｊ

Ｆ
大
槌
町
の
事
務
所
は
浸
水
し
、

現
在
は
同
Ｊ
Ｆ
の
ふ
化
場
に
仮
設

事
務
所
を
置
い
て
い
る
。
例
年
だ

っ
た
ら
、
こ
の
時
期
に
ワ
カ
メ
の

採
苗
を
行
う
は
ず
だ
。「
今
採
苗
し
、

秋
に
沖
出
し
で
き
れ
ば
、
来
春
に

は
漁
業
者
の
収
入
と
な
る
」。
Ｊ
Ｆ

職
員
は
一
日
も
早
く
採
苗
し
た
い

と
考
え
、
テ
ン
ト
を
思
い
つ
い
た
。

さ
っ
そ
く
Ｊ
Ｆ
岩
手
漁
連
経
由
で

Ｊ
Ｆ
全
漁
連
へ
連
絡
が
入
っ
た
。

Ｊ
Ｆ
全
漁
連
担
当
者
は
、
一
昨

年
東
京
で
開
催
し
た
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
の
運
営
を
担
当
し

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
ト
に
相
談
し
た
。

同
社
の
担
当
者
（
冨
田
ま
お
み
氏
）

は
テ
ン
ト
の
手
配
を
快
諾
し
た
。

第
一
七
回
大
会
（
一
九
九
七
年
開

催
）
で
も
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
ト
。
こ
の
大
会
は
奇

し
く
も
岩
手
県
大
槌
町
で
開
催
さ

れ
て
い
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
ト
は
テ
ン
ト
一
〇

東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県
下

の
ワ
カ
メ
種
苗
供
給
産
地
で
あ
る

Ｊ
Ｆ
大
槌
町
と
Ｊ
Ｆ
三
陸
や
ま
だ

も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
日
本

一
の
生
産
量
を
誇
る
岩
手
県
の
ワ

カ
メ—

—

収
穫
目
前
だ
っ
た
ワ
カ

メ
は
ロ
ー
プ
ご
と
す
べ
て
流
失
し

た
。壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
た
岩
手

県
大
槌
町
。
津
波
で
町
ご
と
流
さ

掲示板
テ
ン
ト
を

増
養
殖
施
設
に

▪
Ｊ
Ｆ
大
槌
町
（
岩
手
県
）
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な
お
、
既
に
、
休
止
中
で
あ
る

大
船
渡
油
槽
所
を
含
め
た
三
油
槽

所
以
外
は
、
通
常
操
業
を
行
っ
て

い
る
。

ま
た
、
ぜ
ん
ぎ
ょ
れ
ん
食
品
㈱

は
、
建
物
や
設
備
の
一
部
が
被
災

し
、
三
工
場
の
う
ち
気
仙
沼
工
場

お
よ
び
石
巻
加
工
セ
ン
タ
ー
の
二

工
場
が
四
月
末
を
も
っ
て
閉
鎖
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
塩
釜
工
場

は
復
旧
し
操
業
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
会
と
し
て
は
、
今
後

も
継
続
的
に
安
否
確
認
お
よ
び
被

害
状
況
把
握
な
ど
の
情
報
収
集
を

行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
会
員
お

よ
び
取
引
先
の
皆
さ
ま
方
に
ご
迷

惑
が
か
か
ら
ぬ
よ
う
対
応
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

本
会
は
、
今
般
の
大
震
災
を
受

け
、
ま
ず
は
、
本
会
お
よ
び
子
会

社
の
職
員
・
従
業
員
等
の
安
否
を

最
優
先
事
項
と
し
て
確
認
作
業
を

進
め
て
き
た
。
五
月
末
時
点
で
は
、

本
会
職
員
全
員
の
無
事
を
確
認
で

き
た
が
、
残
念
な
が
ら
子
会
社
で

あ
る
ぜ
ん
ぎ
ょ
れ
ん
食
品
㈱
は
従

業
員
一
人
の
死
亡
が
確
認
さ
れ
、

依
然
と
し
て
一
人
が
行
方
不
明
と

な
っ
て
い
る
。

施
設
等
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

は
、
本
所
・
東
北
事
業
所
で
は
特

に
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
が
、

三
陸
地
区
に
あ
る
油
槽
所
は
、
甚

大
な
被
害
を
受
け
、
そ
の
結
果
、

石
巻
油
槽
所
は
操
業
停
止
と
な
り
、

気
仙
沼
油
槽
所
は
廃
止
と
な
っ
た
。

た
だ
し
、
気
仙
沼
地
区
に
お
け

る
燃
油
供
給
体
制
を
維
持
す
べ
く
、

六
月
一
日
付
け
で
気
仙
沼
駐
在
を

設
置
し
て
い
る
。

ギ
ョ
レ
ン
オ
イ
ル
大
漁
シ
リ
ー

ズ
は
、
一
九
七
一
年
に
発
売
さ
れ
、

今
年
で
発
売
四
〇
周
年
を
迎
え
ま

す
。
日
頃
の
ご
愛
顧
に
深
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

	

「
ギ
ョ
レ
ン
オ
イ
ル
大
漁
」
は
、
発

売
か
ら
四
〇
年
間
、
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ

の
独
自
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
高
品
質
、

安
定
供
給
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
漁
業
者

の
方
々
が
安
心
し
て
ご
利
用
で
き

る
よ
う
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
参
り

ま
し
た
。

発
売
当
初
よ
り
製
造
元
の
一
社

で
あ
る
極
東
オ
イ
ル
㈱
様
か
ら
ご

協
力
を
頂
き
品
質
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
油
質
研
究

所
を
開
設
し
漁
業
者
の
方
々
へ
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
潤
滑
油
だ
け
で
な

く
燃
料
油
の
試
験
分
析
機
関
と
し

て
今
日
に
至
っ
て
お
り
、
今
後
も

さ
ら
な
る
品
質
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。（
極
東
オ
イ
ル
㈱

様
に
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
後
、

物
流
が
混
乱
す
る
中
で
も
供
給
面

で
ご
協
力
を
頂
い
た
ほ
か
、
会
社
・

社
員
の
方
々
か
ら
義
援
金
、
激
励

を
頂
き
ま
し
た
。
改
め
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
）

な
お
、
大
震
災
に
お
い
て
、
Ｊ

Ｆ
全
漁
連
気
仙
沼
・
石
巻
両
油
槽
所

が
津
波
に
よ
り
流
出
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
新
た
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
整
備
し
た
上
で
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ

へ
の
供
給
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

漁
業
者
の
皆
様
と
共
に
歩
ん
で

四
〇
年
、
引
き
続
き
「
ギ
ョ
レ
ン
オ

イ
ル
大
漁
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

大
震
災
に
よ
る
被
害
状
況

▪
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
経
営
統
括
部

ギ
ョ
レ
ン
オ
イ
ル
大
漁
シ
リ
ー
ズ
が
発
売
四
〇
周
年

▪
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
購
買
事
業
部
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村上　保

六
月
に
入
る
と
、
全
国
各
地
の
川
で
鮎
解
禁
が
始

ま
る
。
Ｔ
Ｖ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
流
さ
れ
、
い
よ

い
よ
夏
到
来
を
実
感
す
る
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
和
菓

子
屋
さ
ん
な
ど
で
は
「
鮎
焼
き
」
が
売
ら
れ
は
じ
め
、

こ
ち
ら
も
夏
の
風
物
詩
だ
。

「
鮎
焼
き
」
は
最
初
、
円
形
の
薄
い
カ
ス
テ
ラ
生

地
に
求
肥
や
ア
ン
を
乗
せ
て
二
つ
折
り
に
し
た
だ
け

の
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
。そ
れ
が
何
時
の
頃
か
ら
か
、

目
や
ひ
れ
の
形
の
焼
印
を
押
し
て
今
の
形
に
な
っ
た

と
い
う
。
何
だ
か
日
本
独
特
の
文
化
で
あ
る
折
り
紙

に
似
て
い
る
気
が
す
る
。
日
本
人
の
優
れ
た
感
性
が

生
ん
だ
傑
作
の
一
つ
だ
ろ
う
。

若
鮎
は
西
瓜
や
胡
瓜
の
匂
い
が
す
る
と
こ
ろ
か
ら

「
香
魚
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
お
も
し
ろ
い
の
は
、

水
が
き
れ
い
な
場
所
の
鮎
ほ
ど
西
瓜
の
匂
い
が
強

く
、
水
質
が
落
ち
る
に
つ
れ
て
胡
瓜
の
匂
い
に
近
く

な
る
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
鮎
は
友
釣
り
が
有
名
だ

が
、
石
に
着
い
た
藻
な
ど
を
主
食
と
す
る
鮎
が
、
そ

れ
を
守
る
た
め
に
縄
張
り
を
作
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
そ
の
習
性
を
利
用
し
た
釣
り
だ
。
天
然
の
鮎
は
ひ

れ
や
え
ら
の
黄
色
味
が
特
色
だ
が
、
養
殖
も
の
は
そ

れ
が
あ
ま
り
目
立
た
な
い
と
い
う
。
縄
張
り
を
持
た

な
い
養
殖
環
境
の
違
い
か
ら
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
そ
う
だ
。
自
然
と
生
物
の
共
存
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
例
え
の
一
つ
だ
ろ
う
。



巻頭グラビア わすれない——希望・東日本大震災——

アンバサダー赤尾信敏の地球鳥瞰 第 32 回
中国の経済発展——その驚異と課題（その二）
赤尾信敏〈元タイ王国駐在大使〉

漁カフェ　ほっと一息
JF 重茂 伊藤隆一組合長ミニインタビュー
おさかなレシピ⃝旨！　海農どんぶり
おさかな豆知識⃝鹿児島県阿久根の三角ミナ

JF最前線
カツオ一本釣り漁業を守る！〈JF 枕崎市〉
編集部

エッセイ 海へ、そして海に生きる人たちへ
さかなクン スペシャルインタビュー
さかなクン〈東京海洋大学客員准教授、農林水産省お魚大使〉

さかなびと 海で生きる
市民とつながる若手定置網漁師
眞鍋じゅんこ〈フリーライター〉

JF全国監査機構より
監事が注目すべき第一のポイントは組織のリスク
近江正幸〈ＪＦ全国監査機構・監査委員長〉

共済コーナー
「すーぱーまいぷらん」、「すーぱーまいぷらんぷらす」新登場 JF 共水連
「ぎょさい」と「積立ぷらす」の普遍的加入に全力 漁済連

JF掲示板
表紙のことば村上  保〈彫刻家・イラストレーター〉
編集後記

漁協くみあい 2011 夏号 NO.140

　今号冒頭の「わすれない」はサ
ブタイトルに「希望」の二文字を
使わせていただきました。震災の
傷はあまりにも深く、癒えるには
相当の時間が必要だと思います。
しかし、復興に向けた動きはあち
らこちらに見え始め、そこには震
災を乗り越えようと逞しく働く
人々がいます。
　そんな浜の仲間の姿を今後も引
き続きお伝えしなければと考える
とともに、皆さんがこれからも漁
業を続けることができますよう、
今まさに国を挙げての支援が必要
であると痛感させられました。ま
た、自分たちにできることは何か、
を改めて考えるきっかけにもなり
ました。
 「漁協（くみあい）」は当140 号よ
り、装いを新たにスタートするこ
ととなりました。今後とも皆様か
らのご意見をお待ちしております。
どうぞよろしくお願い致します。 

（こ）

季刊誌　漁協（くみあい）
年間予約購読　３，５００円（計４冊　税・
送料込み　日本国内のみ）
１冊だけの場合　９００円（税・送料込
み　日本国内のみ）
●購読のお申し込み
ＪＦ全漁連　総合管理部　広報担当
季刊誌購読係
〒１０１−８５０３
東京都千代田区内神田１−１−１２コー
プビル７Ｆ
ＴＥＬ０３−３２９４−９６２９
ＦＡＸ０３−３２９４−９６６４
E-mail：z-kouhou@zengyoren.jf-net.
ne.jp
ＵＲＬ：http://www.zengyoren.or.jp
★年間購読をおすすめします。
●振込先　農林中央金庫本店　普通
３９５０（全国漁業協同組合連合会）
☆本誌購読のお申し込み、宛先などの
変更
☆本誌記事に関するお問い合わせ、ご
意見・ご要望は、いずれも上記までお
寄せ下さい。

編 集 後 記

IYCとは？
ＪＦ全漁連信用・組織指導部

協同組合憲章の制定に向けて
富沢賢治〈聖学院大学大学院教授〉

世界の協同組合論
田中文章〈農林中央金庫広報部副部長〉

地域社会の支持、共感・共鳴を
広げる協同組合運動へ
松岡公明〈㈳ JC総研常務理事〉

今こそ協同の精神で頑張ろう
——JF 重茂 復興への道
大浦佳代〈農山漁村ジャーナリスト〉

特集 2012国際協同組合年（IYC）に向けて
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